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序

大和の東方、宇陀地方には、多くの文化財が存在しています。なかでも埋蔵

文化財は、毎年、各所で発掘調査等が行われ、貴重な成果をあげています。当

町では平成 3年度に7件の発掘調査と1件の測量調査を実施し、新しい知見を

得ることができました。

本書は、これらの成果を集録し、『榛原町文化財調査概要 7』 として刊行す

るものです。本書が僅かながらも今後の調査 。研究の下助となれば幸いです。

これらの調査を実施するにあたっては、奈良県教育委員会、各事業者の方々

をはじめ、関係機関ならびに関係各位のご協力を賜り謹んで厚くお礼申し上げ

ます。

平成 4年 3月

榛原町教育委員会

教育長 山 尾 正 弘



口

1 本書は、1991年度 (平成 3年度)に榛原町教育委員会が実施した榛原町内

埋蔵文化財発掘調査の概要を集録したものである。

2 各遺跡の所在地等は図 2、 表 2・ 3に詳しい。

3 現地調査は、奈良県教育委員会、奈良県立橿原考古学研究所の指導のもと

榛原町教育委員会技師 柳澤一宏が担当した。

4 調査組織および関係者は、各本文中に詳しい。

5 各遺跡の調査記録、遺物等は榛原町教育委員会において保管している。

6 本書は、柳澤が執筆・編集を行い、一部を本村充保が補佐した。
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埋蔵文化財発掘調査の概要

榛原町では、1968年 (昭和43年)以降、土木工事等の開発行為にともなう埋蔵文化財の発掘調査

が本格的に行われており、その件数は年々増加傾向にある。今後 も町内各所で多 くの開発行為が計

画されており、埋蔵文化財の取 り扱い等について協議を重ねているところである。

当委員会が扱った1991年度 (平成 3年度)の発掘届・通知、発掘調査等は表 1・ 2の とおりであ

る。

表 1 発掘届・発掘調査件数等一覧表

年度
枯 茅

1987

発掘調査届  (民間) 0 4 4

発掘調査通知 (公共) 6 9 4

遺跡踏査願 1 3 4 2

発掘調査 (町教委担当) 3 7 7

立会調査 (町教委担当) 1 0 0

写真 1 開発が進む近鉄榛原駅周辺
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Ⅱ 位置と環境

1 地理的環境

奈良県の東方の山間部に宇陀と呼ばれている地域が広がっており、現在の行政区画では、大宇陀

町、榛原町、菟田野町、室生村、曽爾村、御杖村からなっている。この宇陀地方は、地理的な状況

から西半と東半に大別でき、一般に前者が「口宇陀」、後者が「奥宇陀」とも総称されている。日

宇陀は標高300～400mの 丘陵とこの間を縫って流れる中小河川が複雑に入り乱れ、これらが幾つも

の小盆地や浅い谷地形を形成 しており、日宇陀盆地とも称され、大宇陀町、榛原町、菟田野町の大

半がここに含まれている。これに対し、東部の奥宇陀は室生山地、高見山系などの峻しい山々が連

なっており、奥宇陀山地とも呼称されている。

日宇陀地域の主要河川は、西に宇陀川、東に芳野川があり、幾つもの小河川を合わせながら榛原

町萩原で宇陀川本流となる。榛原を後にした宇

陀川は二重県で名張川となり、木津川、淀川を

経て遠く大阪湾へと至り、大和川流域とは水系

を異にしている。

榛原町の四周は概ね標高約400～ 800mの山塊

に囲まれ、東は高城岳、三郎岳、室生村へと通

じる石割峠があり、北は大和高原とをわける額

井岳、香酔山、鳥見山などの山々が屏風状に連

なり、宇陀の地を見下ろしている。西は桜井市

や大宇陀町、南は菟田野町となっており、丘陵

をもってそれぞれの境界としている。地形的に

みれば榛原町の西半は日宇陀、東半は奥宇陀的

な様相を呈 している。
図 1 榛原町位置図

2 歴史的環境

宇陀地方は、『古事記』、『 日本書紀』をはじめとする多くの文献にも度々登場 し、軍事 。交通

の要衝であったことを窺い知ることができ、今に残る地名、伝承等も多い。

榛原町を流れる宇陀川・芳野川・ 内牧川流域の各所には多くの遺跡が分布 しており、発掘調査・

分布調査を重ねるにしたがって、その数も増加している。

これまでに、町内では3点の有舌尖頭器が出土 している。これらの時期は、旧石器時代末期から

縄文時代草創期に求めることができ、この頃が宇陀の歴史の初源であろう。

縄文時代の遺跡の多くは、先述の河川流域の河岸段丘上、尾根上、谷部等に認められる。これら

Ｎ

＝
――
米
■
Ｔ
Ｉ
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の遺跡の多くは、採集遺物によっているため、その実態が必ずしも明らかとはいえない。また、発

掘調査によって確認された場合でも、数点の遺物が出上しているのみで、遺跡の全容が明らかになっ

たものは少ない。このような状況のもと高井遺跡では、早期から後期にわたる集落跡であることが

発掘調査によって明らかとなっている。

弥生時代前期から中期の遺跡は数少ないが、後期に属するものは比較的多 く確認している。これ

らは、地理的制約のためか、奈良盆地で見られるような大規模な集落ではないが、次代の古墳時代

へと継続するものが多い。

弥生時代後期から古墳時代前期の墳墓である方形台状墓は、これまでに野山遺雌 能蝋

下井足遺跡群、大王山遺跡群、キ トラ遺跡などで確認されている。この頃の集落としては、戸石・

辰巳前遺跡、高田垣内遺跡、能峠中島遺跡、上井足北出遺跡、谷遺跡などを挙げることができ、谷

部を流れる川跡や竪穴式住居跡などが確認されている。

古墳時代前期の古墳は谷畑古墳、中期の古墳としては高山 1号墳、シメン坂 1号墳などが発掘調

査によって明らかにされている。後期となると古墳数は著しく増加 し、ある程度の粗密があるもの

の、町内各所の尾根上には数基から十数基単位で分布している。 5世紀後半から盛期を迎える古墳

群は野山古墳群、沢古墳群、栗谷古墳群、大王山古墳群、丹切古墳群などが知 られている。 6世紀

後半以降、今までの木棺直葬墳にかわって横穴式石室が築造されるようになり、丹切古墳群、能峠

古墳群、石田古墳群、大貝古墳群、西谷古墳群をはじめ、多くの古墳が発掘調査によって状況が明

らかになっている。

横穴式石室に変わる新 しい葬法として火葬墓が登場してくるが、最も代表的なものが、壬申の乱

で活躍 した将軍の一人で渡来系民族でもある文祢麻呂の墳墓である。現在、墳墓は史跡、墓誌など

の出土品は国宝となっている。

古代末には宇陀においても荘園の開発が急速に進み、このなかで台頭してきた在地武士団は、興

福寺、春日社などの支配のもと各自が発展を続けた。この武士団は「宇陀翔 の秋山氏・沢氏・

芳野氏に代表され、彼らは秋山城・沢城・芳野城をそれぞれの居城としていた。また、小規模な城

館跡も各所に点在しており、城館の廃絶後、中世墓地と化したところもある。いわゆる中 。近世墓

地は、まとまったところでは、大王山遺跡、能峠遺跡群、八麗烏遺跡群、野山遺跡群などが知られ

ている。

(参考文献等省略)
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番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 要 時  代 備  考

1 鳥見山中腹遺跡 榛原町萩原 遺物散布地 縄文～弥生 一部削平

岩 尾 火 葬 墓 榛原町萩原 火葬墓 奈良

南 山 古 墳 榛原町萩原 円墳 (樽積石室) 古墳後

清 水 谷 遺 跡 榛原町萩原 遺物散布地 弥生～古墳、中世

天 ノ 森 遺 跡 榛原町萩原 遺物散布地 縄文～弥生、中世

西 峠 古 墳 榛原町萩原 円墳 (苺積石室) 古墳後

萩原前川遺 跡 榛原町萩原 遺物散布地 弥生、古墳、中世 本報告

萩原西高田遺跡 榛原町萩原 近世墓 江戸 本報告

萩原狐ゾカ遺跡 榛原町萩原 遺物散布地、近世墓 ? 江戸 本報告

キ ト ラ 遺 跡 榛原町萩原 方形台状墓、中世墓 古墳前、中世

11 谷畑 中世墓 地 榛原町萩原 中世墓地 室 町

谷 畑 古 墳 ・
神木坂古墳 群 榛原町萩原 署蜜、聡橿巻ゴ墳触穴式古墳前・後

奥 ノ芝古墳 群
福 地 城 遺 跡

榛原町福地 浬奮謙令甥淋
苺積石室)

古墳前 。後、中世
1,2号墳県史跡 (1985年 、1

号墳は宅地造成工事麺開効

14 長 峰 古 墳 群 榛原町長峰 円墳群 古墳

北 谷 古 墳 群 榛原町福地 前方後円墳・円墳 (横穴式石室) 古墳後

不勃堂古墳 群 榛原町桧牧 円墳 (横穴式石室) 古墳後

石 風 呂 古 墳 榛原町桧牧 円墳 (横穴式石室) 古墳後

石 風 呂 遺 跡 榛原町桧牧 遺物散布地 縄文、古墳、中世

丹 切 遺 跡 榛原町萩原・下井足 遺物散布地 縄文～中世

丹 切 古 墳 群 榛原町萩原・下井足 円墳(木棺直葬・横穴式石室)ほ か 古墳後

下井足カヮタ遺跡 榛原町下井足 遺物散布地 弥生、古墳後、奈良、中世 本報告

下井足古墳 群 榛原町下井足 方形台状墓、円墳ほか 古墳前～後 本報告
(城山古墳群)

井 足 城 跡 榛原町下井足 城跡 中世

愛 宕 山 遺 跡 榛原町上井足 円墳 (石室) 古墳後 谷支群

谷  遺  跡 榛原町上井足 集落跡 弥生～古墳

能 峠 遺 跡 群 榛原町上井足 蜜半奥磐覇t暴録t省書藝盃書環縄文～江戸
北山地区(南山地区、
西山地区、中島地区

上井足ワラ田古墳 榛原町上井足 円墳、竪穴系横口式石室2、箱形木棺 古墳後

前 山 1 号 墳 榛原町上井足 円墳 (割竹形木棺) 古墳中

上井足北出遺跡 榛原町上井足 集落跡 縄文～中世

高田垣内遺跡群 榛原町上井足 雰甕μ送聖荏鎌
円墳、円墳、縄文章、弥生～江戸

大王山遺跡 群 榛原町下井足・篠楽 侍蜃μ尚竃γ享栓嚢ミ馨森絶弥生～江戸

篠楽アサマ遺跡 榛原町篠楽 遺物散布地 弥生～古墳、中世

ダ ケ 古 墳 榛原町雨師 前方後円墳 (竪穴式石室) 古墳後

澤 ノ坊 2号 墳 榛原町笠間 前方後円墳 古墳前

石招垣内遺跡群 榛原町笠間 集落跡、古墳 古墳～鎌倉

行者 山古墳 群 榛原町笠間 前方後円墳、円墳 古墳

池 上 遺 跡 榛原町池上 遺物散布地 弥生後

仮称 池上東遺跡 榛原町池上 遺物散布地 弥生中～後

高 山 古 墳 群 榛原町池上 方墳 (割竹形木棺) 古墳中

表 3 榛原町遺跡分布図 (図 2)対照表
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番号 遺 跡 名 所 在 地 遺 跡 概 要 時  代 備  考

灌 頂 寺 跡 榛原町福西 寺跡、墓地 中世 八腿烏遺跡群

福 西 城 跡 榛原町福西 城跡 中世

高 塚 遺 跡 榛原町高塚 遺物散布地 (集落跡) 弥生～古墳、中世

栗谷尾尻古墳群 榛原町栗谷 円墳 (木棺直葬) 古墳後

栗谷トノヤツキ遺跡群 榛原町栗谷 円墳(木棺直葬)、 城館跡、中世墓 古墳後、中世

三 角 遺 跡 榛原町栗谷 遺物散布地 (集落跡) 縄文～弥生、中世

石 田 1号 墳 榛原町石田 円墳 ?(横穴式石室) 古墳後

鳥 羽 1号 墳 榛原町石田 円墳  C/1ヽ型横穴式石室) 古墳後

澤  城  跡 榛原町大貝・澤 城跡 中世

文 祢 麻 呂 墓 榛原町八滝 墳墓 奈良 国史跡

大貝ヒジキ山遺跡 榛原町大貝 遺物散布地 (集落跡) 縄文晩～古墳後、中世

大 貝 古 墳 群 榛原町大貝 円墳 (横穴式石室) 古墳後

澤 古 墳 群 榛原町澤 円墳 (割竹形木棺) 古墳中～後

澤 遺 跡 榛原町澤 遺物散布地 (集落跡) 縄文後～古墳後、中世

下城・馬場遺跡 榛原町澤 遺物散布地 (集落跡) 縄文後～古墳後、中世

野 山 遺 跡 群
戸石・辰巳前遺 榛原町澤 蜜粋鯖齢 亀催選諦麟 古墳前～江戸

戒 場 遺 跡 榛原町戒場 遺物散布地、寺跡 ? 縄文、平安～室町 本報告

伝 山部赤人墓 榛原町山辺三 墳墓 ?(鎌倉時代の五輪塔) 鎌倉

山 辺 城 跡 群 榛原町山辺三 城跡 中世

篠畑神社前遺跡 榛原町山辺三 遺物散布地 縄文、中世 大半破壊

仮称 赤瀬古墳群 榛原町赤瀬 円墳 (横穴式石室) 古墳後

桧 牧 遺 跡 榛原町桧牧 遺物散布地 縄文早、鎌倉

西 谷 古 墳 群 榛原町桧牧 円墳 (横穴式石室) 古墳後

桧 牧 城 跡 榛原町桧牧 城跡 中世

高 井 遺 跡 榛原町高井 集落跡 縄文早～後、奈良～中世

赤埴下志明遺跡 榛原町赤埴 住居跡 縄文、中世

赤埴上俵遺跡 榛原町赤埴 遺物散布地 (集落跡) 縄文、平安～中世

赤 埴 城 跡 榛原町赤埴 城跡 中世 上城

諸 木 野 城 跡 榛原町諸木野 城跡 中世

八滝長坂遺跡 榛原町八滝 遺物散布地 縄文、中世 本報告

内牧カラト遺跡 榛原町内牧 遺物散布地、祭祀遺跡 ? 縄文、奈良

仮称 滝谷遺跡 榛原町内牧 (有舌尖頭器採集) 縄文草

墨 坂 神 社 榛原町萩原

b 宇太水分神社 榛原町下井足 式内社

椋 下 神 社 榛原町福地 式内社

d 丹 生 神 社 榛原町雨師 式内社

′＼肥 烏 神 社 榛原町高塚 式内社

f 都賀那岐神社 榛原町山路 式内社
g 篠 畑 神 社 榛原町山辺三

h 御 井 神 社 榛原町桧牧 式内社

I 味坂比売命神社 榛原町荷坂 式内社
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Ⅲ 萩原西高田遺跡発掘調査概要

1 調査の契機 と経過

(1) 調査の契機と経過

榛原町萩原の北方において宅地造成工事が計画されたのに伴い、事業者から奈良県教育委員会に

1990年 7月 5日 付けで遺跡有無確認踏査願が提出され、この回答が「遺構が存在する平坦面を確話

発掘届を提出し、町教育委員会と協議のこと」とのことであった。その後、1990年 11月 20日付けで

埋蔵文化財発掘届出書が提出され、関係機関等が調査の実施方法等について協議を行った。 この結

果、発掘調査は榛原町教育委員会が実施 し、重要な遺構等が発見されれば、その保存等について改

めてその取 り扱いを協議することとなった。

発掘調査は事務手続きを経たのち、1991年 4月 15日 から1991年 5月 10日 にかけて現地調査を実施

した。その後、報告書作成等の整理作業に入 り、1992年 3月 31日 に本事業を終えた。なお、遺跡名

は大字名及び小字名から「萩原西高田遺跡」 とした。

調査関係者等は次のとおりである。

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘)

調 査 担 当 課  榛原町教育委員会 社会教育課 (課長 尾上博美)

調 査 担 当 者  榛原町教育委員会 社会教育課 技師 柳澤一宏

調 査 補 助 員  井上好美、森塚和彦、山本美恵子、本村充保

調 査 作 業 員  池田圭子、高西綾子、棚田幸子、梶本弘子、半田百合子、藤村典子

調  査  指  導  奈良県教育委員会

調  査  協  力  三和相互株式会社、中井一夫

写真 2 現地調査のひととき
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(2) 現地調査日誌抄

1991年 (平成 3年)                   4月 24日 (水 )

4月 15日 (月 )                     午前、掘り下げ作業。遺構検出作業。

器材搬入。写真撮影。地形測量。掘り下げ開      4月 25日 (木)

始。                          遺構検出作業。

4月 16日 (火)                       4月 26日 (金)

地形測量。掘り下げ作業。                掘り下げ作業。遺構検出作業。

4月 17日 (水)                       4月 30日 (火 )

掘り下げ作業。                     掘り下げ作業。遺構検出作業。遺博写真儲洗

4月 19日 (金)                     遺構実測。

掘り下げ作業。土師器、陶磁薇 鉄釘等出上       5月 1日 (水)

遺構面の一部を検出。                  遺構検出作業・掘り下げ。

4月 20日 (土)                       5月 2日 (木 )

遺構検出作業。土坑検出、一部掘り下げ。調       土層断面図作成。遺構掘り下げ。

査範囲の拡張。                    5月 8日 (水)

4月 22日 (月 )                     遺構写真撮影。遺構実測。

遺構検出作業。土坑検出、一部掘り下げ。調      5月 9日 (木)

査範囲の拡張。                     年後、遺構実測。調査後地形測量。

4月 23日 (火)                       5月 10日 (金 )

掘り下げ作業。遺構実測。                土層断面図作成。器材撤収。

2 位置 と環境

調査地は、鳥見山・ 香酔山 。額井岳などが屏風状に連なる裾野に位置する。榛原町の市街地の北

方約800mに は、標高約330～386mの山塊があり、ここから西方へのびる標高約366～ 368mの 尾根

上に今回の調査対象地となった平坦面が位置する (図 3)。 周辺は宅地造成工事等の開発行為によっ

て、年々、その環境が変化 しており、今後 もその傾向が窺える地域である。周辺には、奥ノ芝古墳

群、福地城遺跡、南山古墳、清水谷遺跡、天ノ森遺跡、キ トラ遺跡、谷畑中世墓地、神木坂古墳礁

谷畑古墳などの重要な遺跡が点在 している (図 2)。

3 遺跡の調査

(1) 現状と調査区

平坦面が位置する尾根周辺は、畑地または園芸栽培地となっており、この平坦面 もかつては、畑

地であったようである。平坦面は南北長35m、 東西幅10～ 16mを測 り、その中央部はやや隆起する。

調査前の状況では、墳墓の存在を示す顕著な盛土や配石・五輪塔などの外部表象は認められない

(図 4)。 平坦面の中央部には、遺構の有無等を確認するトレンチを設定 し、必要に応 じて、拡張を

重ねた。基本土層は、上から順に腐植土、淡茶色土、地山となっており、地表から地山検出面まで

の深さは約20～40cmを測る (図 6)。
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図3 萩原西高田遺跡位置図
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(2) 検出遺構

調査地の南北両端で比較的まとまった土坑 (土装)を検出している。総数男基を教え、概ねSK―

01～10が北群、 SK-11～ 23が南群となる。各遺構の規模等は表 3に まとめている。これらのうち、

SK-01・ 06・ 07・ 14・ 16。 19・ 21022が近世墓、 SK-04・ 05・ 11～ 13・ 17がその可能性がある

ものである (図 5、 図 7～ 11、 表 4、 図版 4～ 9)。

軒

図 5 萩原西高田遺跡遺構平面図 (数字は遺構番号と同じ)
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遺構名
規  模 G自位 cm)

平面形態 出 土 遺 物 埋  土 備  考
長径×短径×深さ

SK-01 30 ×(12) 円 形 土師器 (皿 )、 銭貨 淡 茶 灰 色 土 近世墓

SK-02 72 × 65 ×(29) 円 形 淡 茶 灰 色 土

SK-03 × 53 ×(17) 円 形 淡 褐 色 土

SK-04 (80)× 66 ×(15) 楕円形 淡 茶 灰 色 土 近世墓 ?

SK-05 × 74 ×(13) 楕円形 灰黄色砂質 土 近世墓 ?

SK-06 (90)× 87 ×(80) 楕円形 灰黄色砂質土 近世墓、北半削平

SK-07 104 ×(70)× (57) 楕円形 灰黄色砂質土 近世墓、北半削平

SK-08 × 40 ×(19) 円 形 淡 茶 色 土

SK-09 55× 50× (8) 円 形 淡茶灰色砂質土

SK-10 (30)×    ×(13) 円 形 淡茶灰色砂質土

SK-11 × 77 ×(12) 楕円形 土師器 (皿 )、 磁器 淡 茶 灰 色 土 近世墓 ?

SK-12 × 85 ×(19) 円 形 淡 茶 灰 色 土 近世墓 ?

SK-13 × 71 ×(22) 楕円形 淡 茶 灰 色 土 近世墓 ?

SK-14 × 84 ×(17) 円 形 土師器 (皿 ) 淡 茶 灰 色 土 近世墓

SK-15 79 ×   ×(31) ? 土師器 (皿) 淡 茶 灰 色 土

SK-16 (95)× 93 ×(23) 円 形 土師器 (皿) 淡 茶 灰 色 土 近世墓

SK-17 76 × 50 ×(10) 円 形 淡 茶 灰 色 土 近世墓 ?

SK-18 40 × 30 ×(16) 円 形 土師器 (皿 ) 淡 茶 灰 色 土

SK-19 80 × 67 ×(48) 楕円形 土師器 (皿 ) 黄 茶 色 土 近世墓

SK-20 55 × 38 ×(7) 楕円形 淡 茶 灰 色 土

SK-21 88 × 65 ×(44) 楕円形 土師器 (皿 )、 陶器、瓦質土器 淡 茶 灰 色 土 近世墓

SK-22 80 × 68 ×(13) 楕円形 淡 茶 灰 色 土 近世墓

SK-23 45 ×   ×(6) 円 形 淡 茶 灰 色 土

表 4 萩原西高田遺跡遺構一覧表

-15-



sK-02

L=366.5m

SK― Ou

L=366.54

SK一げ 彰

0          1m
|

図7 萩原西高田遺跡SK-01,02実測図

SK-05

一
　
　
　

．

0          1‐m

萩原西高田遺跡SK-03～ 07実測図

L=L=366.54

第 03

L=366.5m L=.36615m

学
SK-04

SK-03

SK-04

SK― o5

-16-

図 8



叢
/f′

仕ケせK三
L=367,2m

＼
・

―

銀 厨 9

L=367.駈~＼
―甕鼠 9

L=367.2m

▼
SK-08

k一′ζ忌ど≡子; ?   ユ評

図 9 萩原西高田遺跡 SK-08～ 10実測図

L=367.8m

0          1m

図10 萩原西高日遺跡 SK-11実測図

-17-



SK
-1
3

＼
｀

 
⑬

ご

-2
0

L=
36
62
m

SK
-1
4

~ 
 S
K-
21

＼

＼
SK
ピ

♂
専
〒
常
_

＼`
 
′
 1
/ノ

― あ ―
L=
36
62
m

L=
36
62
m

L=
36
62
m

L=
36
62
m

SK
-1
9

SK
-1
6

L=
36
6.
2m ー

SK
-2
0

0

SK
-1
7

L=
36
62
m

lm

ー
SK
-2
3 図
11
 
萩

原
西

高
田
遺

跡
SK
-1
2～

23
実

測
図

SK
-1
8

L=
箭
6Ⅲ

__
L翌

呼
m

SK
-1
3

L宝
36

62
m

SK
-2
1

SK
-1
4



(3) 出土遺物

2層からは土師器皿片、陶磁器片、銭貨 (寛永通費)な どが出土 している。 また、 8基の土坑

(土壊)か ら土師器、陶磁器、瓦質土器、銭貨が出土 しているが、ここからは鉄釘は認められない。

これらの数量は、通有の整理箱 1箱 となる。

上  器 (図12-102)

細片が多く、図示 したのは、第 2層より出上 した土師器皿 2点である (1)は復元口径7.7cm、

器高1.2cmを はかる所謂ヘソ皿である。日縁部は斜め上方に立ち上がり、その端部を尖 り気味に仕

上げる。 (2)は復元日径10.2clll、 現存高1.6clllを はかり、日縁部はやや内湾 して斜め上方に立ち

上がり、端部を丸 くおさめる。いずれも色調は乳白色、胎土は精良、焼成は良好である。

金属製品

鉄 釘 (図13-1～ 5)

総数15点が調査地各所の第 2層中より出土 している。そのうち、その全容がほぼ明らかなのは2

点にすぎない。なお、 (15)は 鋲の可能性がある。各遺物の詳細な数値等は表 5に示している。

銭 貨 (図14-1-8)

SK-01中より3点の鉄銭 (1)～ (3)が出土 している。 いずれも約 1/2程度を欠損する。

(4)・ (5)は第 2層中からの出上した鉄銭である。 5点の鉄銭は錆化が著 しく、種類等は明ら

かにできない。 (1)～ (3)は調査地内各所から出土 した銅製の寛永通費である。これらの法量

等は表 6に詳 しい。

図12 萩原西高田遺跡出土土師器実測図
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表 5 萩原西高田遺跡出土鉄釘観察表

0          5 clll

(単位 i clll)

◇
干
赤

挿図番号 全長 (現存長) 身 部 頭部の形態 備 考

13-1 (6.5) 0.5× 0.4(角 ) 折り返 し L字形、ほぼ完形

13--2 0.2× 0。 3(角 ) 折り返 し 完形

13-3 (22) 0。 4× 0.4(角 ) 折り返 し

13-4 (22) 0.5× 0.5(角 ) 折り返 し

13-5 (2.6) 0.3× 0.4(角 ) 折り返 し

13-6 (1.5) 0.2× 0.3(角 ) 折り返 し

13--7 (46) 0.3× 0.3(角 )

13-8 (2 5) 0,4× 0.4(角 )

13-9 (2.2) 0.5× 0。 5(角 )

13-10 (12.5) 0.15× 0.3(角 )

13-11 (2.0) 0.4XO.5(角 )

13-12 (13) 0.3× 0.4(角 )

13-13 (16) 0.4× 0.4(角 )

13-14 (1.5) 0.4× 0.4(角 )

13-15 (1.2) 0.4× 0.5(角 ) 円  形 鋲の可能性
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図15 萩原西高田遺跡出土銭貨拓影
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表 6 萩原西高田遺跡出土銭貨一覧表  (単位 :cm)

挿図番号 種  類
銭  径

備 考
外 径 内径

14-1

(不  明)

鉄銭、 SK-01出土14-2 (26)

14-3 (25)

14-4 鉄銭、北群第 2層出土

14-5 (28) (20) 鉄銭、南群第 2層出土

14-6

寛 永 通 費

22.5 銅銭、北群第 2層出土

14-7 19.5 銅銭、北群第 2層出土

14-8 19.5 銅銭、北群第 2層出土

4ま と め

調査地の南北両端において、比較的まとまった土坑 (土壊)を検出し、遺物の出土量と遺構の検

出状況とは比例する様相を呈する。土墳上面には、配石、石造物などの外部表象等は認められず、

また、内部からは、人骨・炭片・焼土等は検出されなかった。土壊規模・ 出土遺物等から平坦面は、

近世墓群であったことが考えられる。後述の萩原狐ゾカ遺跡からも同様な遺物が出土 しており、調

査地周辺には、まだ、この頃の墳墓が点在していることが予想される。

5抄  録

遺  跡  名  萩原西高田遺跡 (榛原町遺跡番号 1-113)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字萩原 元萩原1826番地

遺 跡 立 地  標高約366～367mの尾根上

遺 跡 規 模  南北約35m、 東西 :10～ 16m、 面積 :約450言

種 丹1 ・ 時 代  近世墓、古墳 。中世～近世の遺物散布地

調  査  名  萩原西高田遺跡発掘調査事業

調 査 主 体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

調 査 原 因  宅地造成工事 (事業者 :三和相互株式会社)

現 地 調 査 期 間  1991年 4月 15日 ～1991年 5月 10日

調 査 面 積 約94だ

検 出 遺 構  土坑 (土墳)23基

検 出 遺 物  土師器、陶磁器、鉄釘、銭貨  整理箱 1箱

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会 (文化財整理室)
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Ⅳ 萩原前川遺跡発掘調査概要

1 調査の契機 と経過

(1)調 査の契機と経過

本遺跡か らは、昭和32年 に弥生土器、古式土師器、土師器等が採集され、弥生時代～古墳時代、

中世の遺物散布地 として奈良県遺跡地図 (遺跡番号12-D-11)、 榛原町遺跡地図 (遺跡番号 1-
24)に登載 しているところである。以前から遺跡内の多 くに住宅、工場等が建設されているが、 こ

れまでに詳細な発掘調査等は実施されていない。

遺跡の南限と考えている工場跡地に鉄筋コンクリー ト造 5階建の共同住宅が新築されることとなっ

たため、事業者か ら1991年 4月 4日 付けで埋蔵文化財発掘届出書が提出され、奈良県教育委員会、

榛原町教育委員会、事業者がこの遺跡の取 り扱い、調査の実施方法等について協議を行った。 この

結果、発掘調査は榛原町教育委員会が実施することとし、重要な遺構等が発見されれば、その保存

等について改めてその取 り扱いを協議することとなった。

発掘調査は事務手続を経たのち、現地調査を1991年 6月 10日 に着手 し、同年 6月 12日 に終了 した。

その後、報告書作成等の整理作業に入 り、本事業を1992年 3月 30日 に終了 した。なお、遺跡名は大

字名及び小字名をとって「萩原前川遺跡」と呼称する。

調査関係者等は次のとおりである。

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘)

調 査 担 当 課  榛原町教育委員会 社会教育課 (課長 尾上博美)

調 査 担 当 者  榛原町教育委員会 社会教育課 技師 柳澤一宏

調 査 補 助 員  井上好美、森塚和彦、山本美恵子、本村充保

調 査 作 業 員  池田圭子、棚田幸子、高西綾子、中谷喜代子

調  査  指  導  奈良県教育委員会

調  査  協  力  松塚建設株式会社

(2) 現地調査日誌抄

1991年 (平成 3年)                   6月 12日 (水)

6月 10日 (月 ) 写真撮影。土層断面図・平板測量図作成。器

器材搬入。写真撮影。重機による掘り下げ。        材搬出。

6月 ■日 (火 )

トレンチ内の掘り下げ。土層断面観察。

―- 23 -―



2 位置 と環境

調査地は、鳥見山・香酔山・額井岳などが屏風状に連なる裾野の標高約330～ 340m付近に位置す

る。周辺は宅地造成工事等の開発行為によって、その環境が著 しく変化 しており、旧地形の観察は

困難になりつつある。遺跡は町並川を中心に形成された谷部に広がっているものの、その範囲は明

確にはなっていない。現状では、南北約250m、 東西約80mの範囲と考えているが、本来は東方の

遺物散布地を含めた広大な遺跡の可能性が高い。周辺では南山古墳、清水谷遺跡、天ノ森遺跡、キ

トラ遺跡、谷畑中世墓地、神木坂古墳群、谷畑古墳などの重要な遺跡が密集 している地域でもある

(図 2・ 16・ 22)。

3 遺跡の調査

(1) 調査区と基本土層

事業地の各所に以前の建物基礎が厚 く残るため、調査場所が限定されたが、結果的には事業地の

ほぼ中央の南】ヒ長約16m、 東西幅約12.5mの トレンチを設定することができた (図 17・ 図版10)。

基本土層は、上から順に整地土 (1層 )、 旧耕作土 (2層 )、 責灰色粘土 (3層 )、 灰色砂礫 (4

層)、 暗灰色粘土 (5層 )、 淡灰色砂質土 。砂礫 (6層 )、 茶灰色粘質土 (7層)と なっており、現

地表から掘削面までの深さは約18mである。 2～ 5層 は以前の水田区画整理工事に伴 う土層、 6

層以下は未撹乱土層と考えられる (図 18)。

(2) 検出遺構

調査範囲は限られたものであるが、明確な遺物は認められない。

(3) 出土遺物

2層～ 5層では、現代の廃棄物に混在してサヌカイト、弥生土器 (壼、甕、高杯)、 須恵器 (窃、

中世の土師器 (皿、土釜)、 瓦器 (椀)な どが出土している。いずれも細片であり、図示 したもの

は僅か 2点である。また、第 6層からも弥生土器片が出土している。

土師器皿は、復元口径10.8cm、 器高1.8cmを はかり残存率は25%弱 である。底部と口縁部 との境

界は段により明瞭となっている。日縁端部は短く、断面形態は三角形を呈する。内面および口縁部

外面はナデ調整を施す。器壁は均―ではなく、本来は、かなりいびつなものであったと思われる

(図 19)。

サヌカイト片は、全長4.5cm、 最大幅2.4cm、 厚さ1.lcmを測り、断面形態は三角形となっている。

2次調整が認められない剥片である (図20)。
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図17 萩原前川遺跡調査位置図
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6

0         1m

図18 萩原前川遺跡土層断面模式図

土 層 名

1 整地上

2,旧耕作土

3.黄灰色粘土

4 灰色砂礫

5,暗灰色粘土

6.淡灰色砂質上 。砂礫

7.茶灰色粘土

0          5 clll

図19 萩原前川遺跡出土遺物実測図(1)

0        3 clll

―
図20 萩原前川遣跡出土遺物実測図121

4 ま と め

再開発に伴う小規模な発掘調査ではあったが、以前の採集資料と同種の遺物も確認することがで

きた。遺物の出土量は多くなく、また、摩滅したものが見うけられることから、これらの遺物は上

流域 (西方Ⅲより、もたらされたものと考えられるが、今回の出土遺物のみでは、遺跡の全体像の

把握は困難である。生活域の中心を調査地の西方に推定でき、今後は周辺の遺物散布地とを総合し

た広域的な調査が必要と考える。
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退

調

遺 跡

遺 跡

種 別

調

跡   名

査  地

立  地

規 模

・ 時 代

調 査 主 体

調 査 原 因

現 地 調 査 期 間

調 査 面 積

検 出 遺 構

検 出 遺 物

資 料 等 の 保 管

恣 ;本 ♀        50P m
そ郵 みミ

5抄 録

萩原前川遺跡 (榛原町遺跡番号 1-24)

奈良県宇陀郡榛原町大字萩原 元萩原2021-1番地ほか

標高約328～350mの谷縁辺部

南北 :約250m、 東西 !約80m、 面積 :約 18000ポ

弥生時代～古墳時代 。中世の遺物散布地

萩原前川遺跡発掘調査事業

榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

共同住宅新築工事 (事業者 :松塚建設株式会社)

1991年 6月 10日 ～1991年 6月 12日

約377∬

明確な遺構なし

サヌカイ ト片、弥生土器、須恵器、土師器、瓦器  整理箱 1箱

榛原町教育委員会 (文化財整理室)

註 1)菅谷文則他『丹切古墳群』 奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第30冊 奈良県教育委員会 1975
註 2)白石太一郎他『奈良県遺跡地図』第 2分冊 奈良県教育委員会 1971
註 3)柳澤一宏『榛原町遺跡分布調査概報』 榛原町文化財調査概要 2 榛原町教育委員会 1987

図 21 萩原前川遺跡 (Nα 24)と 周辺遺跡
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V 八滝長坂遺跡発掘調査概要

1 調査の契機 と経過

(1)調 査の契機と経過
註 1)

本遺跡からは、中世の土師器片が採集され、中世の遺物散布地として奈良遺跡地図 (番号105-
註2)

3)、 榛原町遺跡地図 (番号 4-23)に 登載してきたところである。

遺物散布地としている谷部を中心とする地域で農地造成工事が計画され、事業者である榛原町役

場 (農地開拓課)か ら1986年 5月 9日付けで遺跡有無確認踏査願が提出された。遺物散布地の再確

認と古墳状隆起の確認が回答されたのち、その後、一部の事業範囲が変更となり、1990年 9月 17日

付けで埋蔵文化財発掘調査通知書が提出された。奈良県教育委員会、榛原町教育委員会、事業者が

協議の結果、遺構 。遺物の有無等を確認する試掘調査を実施し、その結果によつては本調査、場合

によつては、その保存等について改めて協議することとなった。発掘調査は榛原町教育委員会にお

いて実施することとなり、事務手続を経たのち、現地調査を1991年 6月 25日 から同年 7月 2日 にか

けて行った。なお、遺跡名は大字名及び垣内名をとって「八滝長坂遺跡」と呼称する。

(2)

1991年 (平成 3年)

6月 25日 (火)

写真撮影。重機による掘り下げ開始。

6月 26日 (水 )

重機による掘り下げ。第 1・ 2ト レンチ精査。

6月 27日 (木 )

第 3ト レンチ精査。

現地調査 日誌抄

6月 28日 (水)

各 トレンチ土層断面図作成。写真撮影。

7月 2日 (木 )

各 トレンチ平板測量。

写真 3 作業風景(1)
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2 位置と環境

八滝長坂遺跡は、榛原町の南辺、菟田野町との境界付近に位置する。内牧川の小文流である阿曽

川により形成された延長約600m、 幅約70～80mの谷部のほぼ全域が遺物散布地となっており、発

掘調査は、そのほぼ中央で行った。南東から北西へと延びる谷部は比較的緩やかとなっており、標

高は上流部で約400m、 下流部で394mを測る。散布地北方の丘陵斜面には、住宅が点在しており、

八滝地区の長坂垣内を形成している。

遺跡の西方約1.3kmの 山中には、壬申の乱の際、活躍 した将軍の一人である文祢麻呂墓、下流

(北方)約1.3kmに は縄文・奈良時代 。中世の集落跡である高井遺跡を確認している。遺跡の西隣に

は、中世の遺物散布地である八滝家ノ前遺跡が位置する (図 2・ 22)。 また、『続日本紀』 には大

倭國宇太郡での銅鐸の出土が記され、「波坂、長岡」などといった当時の地名から、ここ「長坂」
註3)

をあてる説 もある。

3 遺跡の調査

(1) 調査区と基本土層

谷地形のほぼ中央に3箇所のトレンチを設定した。湧水が著 しく、その掘り下げ作業が必ずしも

十分とはいえない。阿曽川右岸 (北方)の下流側から第 1ト レンチ、第 2ト レンチ、反対の左岸

(南方)を第 3ト レンチとしている (図23)。

第 1・ 2ト レンチの基本土層は、上から順に耕作土 (1層 )、 淡灰色粘土 (2層 )、 灰色粘土 (3

層)、 暗灰色粘土 (4層 )と なっている。耕作面から掘削面までの深さは約1.2mである。第 3ト レ

ンチの基本土層は、地点によって若干の相違があるものの、 トレンチ南端より北へ14mの地点では、

耕作土 (1層 )、 灰茶色粘質土 (2層 )、 灰色粘土 (3層 )、 黄灰色粘質土 (4層 )、 青灰色粘土 (5

層)と なっている (図24)。

(2) 検出遺構

調査範囲は限られたものであるが、明確な遺物は認められない。ただ、第 3ト レンチでは、谷部

の南岸を確認 している。

―- 30 -―



顔
― 蒻

Ｎ 打 ―― ‐
― 卸 ＼ ド ＋ ― ― ―

謁 ヽ 秀
ll

― 留 ―

,く 窯
ぐ

イと 印
:|

勁
0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 5
0

図
22
 
八
滝
長

坂
遺

跡
位

置
図



―― τ8 -―

ヽ

Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
Ｏ
Ｏ
ｂｐ

ｒ
ｌｌ
口
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
＝
田
Ｈ
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
」

―

Z

″
η
ｌｌ
ヽ
Ｒ

〃
Ц

趙



第
1ト

レ
ン
チ

東
端

よ
り
lm
  

東
端

よ
り
5m
  
 

東
端

よ
り
8m

1
1 
  
  
  
  
 1

L=
39
7m
  
 4

第
2ト

レ
ン
チ

東
端

よ
り
3m
  
 

東
端

よ
り
10
m 
  

東
端

よ
り
15
m 
 

東
端

よ
り
24
m

土
 
層
 

名

1 
耕
作

土

2.
整

地
土

3.
淡

灰
色

粘
土

(橙
色

粘
土

含
む

)

4 
灰

色
粘
土

5,
暗

灰
色

粘
土

6.
灰

茶
色
粘
質

土

7.
淡

青
灰

色
砂
質

土

8.
灰

色
粘
土

(砂
粒

を
多

く
含

む
)

9 
黄
灰

色
砂
質

土

10
.灰

色
粘
土

11
 
青
灰

色
粘
土

|

∞

|

L=
39
8m

4 5

第
3ト

レ
ン
チ

L=
39
8m
 

南
端

よ
り
14
m 
  

南
端

よ
り
12
 H
I 
 

南
端

よ
り
9m
  

南
端

よ
り
6m
  

南
端

よ
り
4m
  
 

南
端

よ
り
lm

1 
  
  
  
  
 1
  
  
  
  
  
1 
  
  
  
  
 1
  
  
  
  
  
1 
  
  
  
  
 1

む
  
  
  
 A
  
  
  
 

全
。
  
  
  
  
 6

6 
  
  
  
  
 6

8 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
7 
  
  
  
  
 1
2

8 
  
  
  
  
  
  
  
  
 8
  
  
 1
2 
 ~

9
9 
  
  
 8
  
  
  
  
  
  
 

組4 
  
  
~~
  
 1
2 

地
山

(風
化
花

闘
岩

)

10
  
  
  
  
-―

‐ ―
―
―
‐
一

―

12

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 2
m

図
24
 
八
滝
長
坂
遺

跡
土
層

断
面
模

式
図

11
  
  
  
  
  
11



(3) 出土遺物

第 1・ 2ト レンチの 3層～ 4層で弥生土器 (甕)、 須恵器 (杯身、杯蓋、甕)、 土BIFX(皿、鉢)、

瓦器 (椀)、 瓦質土器 (甕)の各破片が数十点出土している。これらのうち、須恵器片がやや多 く

認められる。いずれも各遺物の全体像を把握できそうなものはないが、ここでは、 2点の須恵器片

を図示している。

須恵器 甕 (図25)

(1)・ 修)と も体部片で、全容を明確に把握するまでには至らない。(1)の外面は格子叩き目文、内面

には同心円文または円弧文が認められ、いずれも半スリケシ調整が施されている。(動の外面は平行

叩き目文、内面は半スリケシ調整が施された同心円文が認められる。いずれも胎土は精良、焼成は

堅緻、色調は灰白色ないし灰色を呈する。第 2ト レンチからの出土である。

(こ の項 本村充保)

I |

|

♀      10Ca

図25 八滝長坂遺跡出土遺物実測図
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(4) 採集遺物

1991年 12月 16日、事業地東端の水田において榛原町天満台東一丁目在住の土日 啓氏が須恵器、

土師器、自然木等を若干、採集された。谷部埋没土の暗青灰色粘土等からの出土と考えられる。こ

れら採集遺物のうち、 6点を図示し、当遺跡の参考遺物として概要を報告 しておく。なお、採集遺

物は土日氏のご厚意により、榛原町教育委員会において保管している。

須恵器 杯身 (図26-1)

法量は復元口径1lcm、 復元受部径12.8cm、 たちあがり高1.6clll、 器高 5 cmと なっている。 たちあ

がりは内傾 し、日縁端部は丸い。受部は短 く、断面形態は三角形を呈する。底部外面は回転ヘラ削

りののち回転ナデ調整、その他は内外面とも回転ナデ調整を施す。

古式土師器 鉢 (図26-2)

法量は復元口径13.8clll、 残存高4.3cmで ある。底部は丸く、日縁部やや外方にのびる。 日縁端部

はやや尖り気味である。外面はヘラ削り調整、その他は内外面とも横方向のナデを施す。

古式上師器 高杯 (図26-3・ 4)

0は杯部の破片で復元口径17.8clllで ある。杯部は外反 し、日縁端部は丸い。内面には放射状のヘ

ラ磨きが認められる。僻)は脚部の破片で残存高6.9cmである。内面はケズリ、その他はナデを施 し

ている。杯部と脚部とは充填法によっている。

田 6

図26 八滝長坂遺跡採集遺物実測図
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古式土師器 甕 (図26-5)

復元口径15cmで ある。日縁部は外上方に直線的にのび、日縁端部は尖 り気味である。体部には縦

方向の叩き目、その他は内外面 とも横ナデを施す。

製塩土器 (図29-6)

復元口径 4 cm、 残存高4.lcmを はかり、器壁は約0,2cmと 薄い。体部は残存部分での径が4 8cmと な

り、日径を上回る。内外面ともナデ、押さえが認められる。

4 ま と め

比高差が比較的少ない地域でのほ場整備という性格上、掘削等の開発行為が地中深 くにまで及ば

ないため、発掘調査は一部にとどめている。遺物の出土量は多 くないが、内牧川流域では数少ない

古式土師器、須恵器の出土をみたことは、 この地域の開発の歴史を知る上において非常に貴重なも

のである。なお、採集遺物は 3世紀後棄か ら5世紀中葉にかけてのものであり、本遺跡の継続時期

の一端が明らかにできる。 この流域では縄文時代、奈良時代、中世の各遺跡を確認 しているものの、

弥生時代や古墳時代の遺跡は未確認に等 しく、その類例増加が望まれていたところである。周辺遺

跡の分布および地形から本遺跡は、内牧川本流域よりも現在の菟田野町域か らの影響のもとに開発

が開始された可能性が高い。遺物散布地としている水田部分は、古 くから阿曽川の氾濫原・ 谷地形

であり、明確な遺構は認められなかった。本来の居住域は丘陵部分や上流域に求めることができよう。

5抄  録

遺   跡   名  八滝長坂遺跡 (榛原町遺跡番号 4-23)

調   査   地  奈良県宇陀郡榛原町大字八滝 1101、 1104、 1148番地

遺  跡  立  地  標高約400～394mの谷部

遺  跡  規  模  南北 :約70m、 東西 :約600m、 面積 :約40000∬

種 男可 。 時 代  古墳時代・中世の遺物散布地

調   査   名  八滝長坂遺跡発掘調査事業

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

調  査  原  因  農地造成工事 (事業者 :榛原町役場農地開拓課)

現 地 調 査 期 間  1991年 6月 25日 ～1991年 7月 2日

調 査 面 積 約212ポ

検  出 遺  構  明確な遺構なし

検  出 遺  物  弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、瓦質土器  整理箱 1箱

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会 (文化財整理室)

註 1)白石太一郎他『奈良県遺跡地図』第2分冊 奈良県教育委員会 1971
註 2)柳澤一宏『榛原町遺跡分布調査概報』 榛原町文化財調査概要2 榛原町教育委員会 1987
註 3)『榛原町史』 榛原町役場 1959
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Ⅵ 萩原狐ヅカ遺跡発掘調査概要

1 調査の契機 と経過

(1) 調査の契機と経過

本遺跡は、1987年の踏査によって確認 したもので、現在は、榛原町遺跡番号 1-115と して登
詢

載 している2箇所の平坦面からなる。踏査では、明確な遺構 。遺物等を確認 していなかったものの、

城館跡または中世墓地等の可能性を考えていた遺跡である。

平坦面を含む一帯の尾根の宅地造成工事計画に伴い、1991年 3月 7日 付けで、事業者から埋蔵文

化財発掘届出書が提出され、その後、奈良県教育委員会、榛原町教育委員会、事業者が発掘調査の

方法等について協議を行った。この結果、発掘調査は榛原町教育委員会において実施することとな

り、重要な遺構等が発見された場合、改めて、その保存方法等について協議することとなった。

事務手続きを経たのち、現地調査は1991年 7月 30日 に着手 し、同年 8月 23日 に終了した。その後

遺物整理・報告書刊行等の整理作業を行い、1992年 3月 31日 に事業を終えた。なお、遺跡名は大字

名と小字名を用いて「萩原狐ゾカ遺跡」とした。

調査関係者等は次のとおりである。

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘)

調 査 担 当 課  榛原町教育委員会 社会教育課 (課長 尾上博美)

調 査 担 当 者  榛原町教育委員会 社会教育課 技師 柳澤一宏

調 査 補 助 員  井上好美、山本美恵子、本村充保、梶本剛司

調 査 作 業 員  池田圭子、棚田幸子、中谷喜代子、柳沢雅子

調  査  指  導  奈良県教育委員会

調  査  協  力  三晃住宅株式会社、サンハウジング株式会社

写真 5 作業風景
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(2)

1991年 (平成 3年)

7月 29日 (月 )～ 7月 31日 (水 )

器材搬入、作業道設営、A区倒木整理

8月 1日 (木)～ 8月 3日 (土 )

測量杭設置、地形測量

8月 5日 (月 )

A区写真撮影、B区倒木整理

8月 6日 (火 )

B区倒木整理

8月 7日 (水 )

A区掘り下げ開始、B区測量杭設置

8月 8日 (木 )

A区掘り下げ、B区形測量

8月 9日 (金 )

A区精査・土層断面図作成、B区掘り下げ

現地調査 日誌抄

8月 10日 (土)

B区第 2～ 3層掘り下げ・精査

8月 12日 (月 )

B区写真撮影

8月 13日 (月 )

B区精査

8月 19日 (火)

B区土層断面図作成

8月 22日 (木)

A区精査・写真撮影

8月 23日 (金)

B区精査、器材撤収

2 位置と環境

調査地は、鳥見山・香酔山・額井岳などが屏風状に連なる裾野に位置する。周辺は宅地造成工事

等の開発行為によって、年々、その環境が変化 している地域でもある。尾根頂部に位置する平坦面

は、標高約366～ 368m、 その規模は長さ約33m、 幅約 7mを測る。また、尾根鞍部の平坦面は標高

約360～362m、 規模は長さ約25m、 幅約 7mを測る。平坦面の周辺には、奥ノ芝古墳群、福地城遺

跡、南山古墳、清水谷遺跡、天ノ森遺跡、キトラ遺跡、谷畑中世墓地、神木坂古墳群、谷畑古墳な

どの重要な遺跡が点在 している (図 2・ 27・ 28)。

奥ノ芝古墳群は、調査地の東隣に位置するが、樽積石室として知られる県史跡の奥ノ芝 1・ 2号

墳のうち、 1号墳は「宅地造成工事の邪魔」として破壊されている。残念ながら、現在は、「復元

石室」で往時を偲ぶほかない。

写真6 萩原狐ゾカ遺跡遠景
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3 遺跡の調査

(1)調 査区・遺構

尾根頂部をA区、尾根鞍部をB区 として各尾根の中央部に必要に応じて トレンチを設定 した (図

28・ 29、  日∃拘買15)。

A区は、腐植土および橙茶色粘質上の表土を取り除くとすぐに地山が現われ、表土中から若干の

上師器片が出上 しているものの、明確な遺構は認められない。

B区の腐植土下は、畑地の旧耕作土となっており、この層中から現代の陶磁器片や金属片と混在

して近世の土師器片、鉄釘、銭貨 (寛永通費)な どが出土している。旧耕作土下は風化花聞岩類の

地山面となっているが、明確な遺構は認められない。

(2) 出土遺物

調査区内 (B区)か らの出土遺物は、先述のとおり土師器、鉄釘、銭貨などであり、その数量は、

通有の整理箱 1箱である。土師器は皿が大半を占めるが、細片のため図化しえない。

金属製品

鉄 釘 (図30-1～ 13)

総数13点がB区の第 2層中より出土している。頭部の形態が明らかなものは (1)、 (3)、 (4)

の 3点で、いずれも折り込みによっている。詳細な数値等は表 7に示す。

銭 貨 (図31-1、 2)

(1)は約1/3の鉄銭片で、その直径を2.lclllに 復元できる。錆化が著しく、種類等の詳細は明らか

にできない。 (2)は銅銭片で、寛永通費の「費」のみの破片で、背には文字は認められない。

表 7 萩原狐ゾカ遺跡出土鉄釘観察表

挿図番号 全長 (現存長) 身 部 頭部の形態 備 考

30-1 0,6× 0,7(角 ) 折り返し

30-2 0.7× 0.5(角 )

30-3 0.4XO.4(角 ) 折り返し 完形

30-4 0,4XO.4(角 ) 折り返し ほぼ完形

30-5 0.2× 0.3(角 )

30-6 0.3× 0.4(角 )

30-7 0,4× 0.4(角 )

30-8 0,4× 0.5(角 )

30-9 0。 4× 0.5(角 )

30-10 0.4× 0.5(角 )

30--11 0,4× 0.5(角 )

30-12 0.3× 0.4(角 )

30--13 0.5× 0.5(丸 )
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4 ま と め

遺物の出土状況から、A区には当初から遺構は存在していなかったのに対し、鞍部のB区には近

世墳墓が営まれていた可能性が高い。B区は残念ながら畑等の耕作に伴い遺構面が大きく掘肖Jさ れ、

遺物だけが耕作土内に包含される結果となったのであろう。周辺の尾根上にも同様の平坦面がいく

つか点在することから、同種の遺跡である可能性があり、今後も調査を重ねていく必要がある地域

である。

5抄  録

遺  跡  名  萩原 狐ゾカ遺跡 (榛原町遺跡番号 1-115)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字萩原 元萩原919-1番地

遺 跡 立 地  標高約360～368mの尾根上

遺 跡 規 模  南北約45m、 東西 :7～ 33m、 面積 :約500∬

種 男1 ・ 時 代  平坦面 (近世墓 ?)

調 査 主 体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

調 査 原 因  宅地造成工事 (事業者 :三晃住宅株式会社ほか)

現 地 調 査 期 間  1991年 7月 30日 ～1991年 8月 23日

調 査 面 積 約127.6雷

検  出 遺 構  明確な遺構は認められない

検 出 遺 物  土師器、鉄釘、銭貨 (寛永通賓) 整理箱 1箱

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会 (文化財整理室)

註)柳澤一宏「榛原町遺跡一覧表」『榛原町史』史料 榛原町役場 1991
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Ⅶ 下井足カワタ遺跡発掘調査概要

1 調査の契機 と経過

(1) 調査の契機と経過

本遺跡は、1986年の踏査段階では古墳時代～中世にかけての遺物散布地 (榛原町遺跡番号 1-

100)と して確認 していたものである。また、本遺跡の東方にも中世の遺物散布地が存在 し、本来

は一体のものであった可能性が高い。

1990年 にこの遺跡を中心として東西方向の道路が新設される計画が明らかとなったため、関係機

関等が協議を行ったところ、まず、遺跡の範囲等を明らかにする確認調査を実施することになった。

確認調査は、同年 8月 8日 から8月 22日 にかけて 2箇所のトレンチ調査にて行い、溝 。ピット等の

遺構、サヌカイト・土師器・須恵器等の遺物を検出し、これらがさらに広がっている可能性も考え

られた。また、道路予定地に隣接する地区が個人農地として造成される計画もあったため、道路敷

地内と農地造成地内とをそれぞれ発掘調査し、遺跡の状況を把握する必要があった。

事業者である榛原町役場からは1991年 7月 26日付けで改めて、埋蔵文化財発掘調査通知書、個人

から1991年 8月 8日 付けで埋蔵文化財発掘調査届出書がそれぞれ提出され、今回の発掘調査となっ

たものである。現地調査 (2次調査)は1991年 9月 4日 から1991年 9月 30日 にかけて実施し、その

後、整理作業に移り、1992年 3月 31日 に本事業を終えた。

遺跡名は大字名と小字名から「下井足カワタ遺跡」とし、本書には、道路敷設用地内での発掘調

査概要を中心に収録 している。

調査関係者は下記のとおりである。

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘)

調 査 担 当 課  榛原町教育委員会 社会教育課 (課長 尾上博美)

庶 務 担 当 課  榛原町役場 同和対策課 (課長 樋口保行)

調 査 担 当 者  榛原町教育委員会 社会教育課 技師 柳澤一宏

調 査 補 助 員  井上好美、森塚和彦、山本美恵子、田中正樹、山本正和、山本文子、本

村充保

調 査 作 業 員  山本繁夫、池田圭子、棚田幸子、中谷喜代子、松村幸代、柳沢雅子

調  査  指  導  奈良県教育委員会

航 航 空 写 真 撮 影  株式会社岡本組

調  査  協  力  萩乃里自治会、福島善一、福島隆雄
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1990年 (平成 2年 )

3月 8日 (水 )

器材搬入。写真撮影。第 1・ 2ト レンチ縄

8月 9日 (木)～ 8月 10日 (金 )

第 2ト レンチ掘り下げ。

8月 16日 (木 )

第 2ト レンチ土層断面図作成・平板測量 。写

真撮影。

8月 17日 (金 )

第 1ト レンチ精査。溝等の遺構く遺物を検出。

8月 18日 (土 )

第 1ト レンチ遺構実測・土層断面図作成。

8月 20日 (月 )

第 1ト レンチ西側拡張。

8月 21日 (火 )

第 1ト レンチ精査 。写真撮影 。遺構実測。

3月 22日 (水 )

第 1ト レンチ平板測量。器材搬出。

(2)現地調査日誌抄

図32 下井足カヮタ遺跡位置図

1991年 (平成 3年)

9月 4日 (水 )

2次調査の開始。器材搬入。掘り下げ開始。

9月 5日 (木)～ 9月 11日 (水 )

掘り下げ作業、遺構検出作業。

9月 12日 (木)。 9月 18日 (水)

掘り下げ作業、遺構実測。

9月 20日 (金)・ 9月 24日 (火 )

遺構実測、平板測量。

9月 25日 (水)・ 9月 26日 (木)

遺構検出作業、遺構実測、写真撮影

9月 30日 (月 )

航空写真撮影、器材搬出。

写真 7 作業風景
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図33 下井足カワタ遺跡調査位置図



2 位置と環境

調査地は、榛原の市街地の南辺部にあたり、井足岳から北方にのびる標高約320～330mの一尾根

先端部に位置する。周辺は様々な開発により以前の景観とは、趣を異にしているものの、北方には

榛原の町並、屏風状にならぶ大和富士をはじめとする当地の高峰を望める。

下井足カワタ遺跡と同一尾根上には順に式内社の宇太水分神社、下井足城山古墳群、井足城跡な

どが位置する。また、周辺では丹切古墳群、下井足遺跡群、谷遺跡をはじめ、多くの遺跡の発掘調

査が行われており、この遺跡は芳野川・ 宇陀川右岸の遺跡密集地の一角を構成している (図 2、 32)。

o              _写 m

図34 下井足カワタ遺跡第 1ト レンチ遺構平面図
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東

第 1ト レンチ

〓３２３
一西

Ｌ

第 2ト レンチ
L=324m

東

第 3ト レンチ

L=3234m
】ヒ

o             2皿
トー

ー

1.耕作土 (淡掲色土)

2 暗黄茶色粘質土

3.暗黄茶色粘質土 (土坑 08)
4 灰黄色質土 (溝 02)
5 暗灰黄色粘質土 (溝 01)
6 淡茶色粘質土

7.黄灰色粘質土

8 茶灰色粘質土

9 黄茶色粘質土

10.地山 (黄橙色粘質土)

南

図35 下井足カヮタ遺跡土層断面図

表 8 下井足カワタ遺跡主要遺構一覧表

遺構名
規 模 (cm)

平面形態 出 土 遺 物 埋 土 時 代
径・辺 深 さ

土坑 01 73× 70 隅丸方形 土師器 暗茶灰色土 奈良 ?

土坑 02 110× 55 長 方 形 土師緊 暗茶色土 奈良 ?

土坑 03 104× 100 方  形 須恵器、土師器 暗茶灰色土 奈良 ?

土坑 04 183× 165 不整円形 土師器 灰黄色粘質土 奈良

土坑 05 310× 280 不整円形 須恵器、土師器 灰黄色粘質土 奈良

土坑 06 97× 78 17 楕 円 形 土師器、鉄釘 褐色粘質土 中世 ?

土坑 07 85× 80 円  形 淡褐色粘質土 ?

土坑 08 70× 34 楕 円 形 土師器 暗黄茶色粘質土 中世 ?

土坑 09 100× 65 9 楕 円 形 土師器 灰褐色粘質土 9

ピ ッ 18× 不整円形 土師器 灰黄色粘質土 9

溝  01 Wヨ 90-260
延長 650

サヌカイト、須恵器、土師器 暗灰黄色粘質土 奈良 ?

渾ξ    02
幅 12～ 32

延長 790
4 サヌカイト、土師器 灰黄色粘質土 中世 ?
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3 遺跡の調査

(1) 調査区と基本土層

1次調査時に第 1・ 2ト レンチ、 2次調査時に

している (図 33、 35、 図版18～ 20)。

第 1ト レンチ

淡褐色の耕作土 (第 1層)を掘 り下げると、ほ

の地山面 (遺構面)を検出し、地表か らこの面ま

比較的浅い。約24∬にわたって調査 したところ、

たので、一旦、作業を停止 し、 2次調査に備える

第 2ト レンチ

耕作土 (第 1層)を掘り下げると、東半では、

土の地山面を検出した。西半では淡茶色・ 黄灰色

積 している。                                0    3 cm
十

一
第 3ト レンチ

淡褐色の耕作土 (第 1層)を掘り下げると、ほどなく黄橙色粘質EL  図36 
憂才F,テ 子覆埜

の地山面を検出し、地表からこの面までの深さは約20cmと なっている。     鉄釘実測図

(2) 検出遺構

第 1ト レンチからは、土坑・ ピット・溝の一部を検出したので、2次調査を実施している (図3つ。

詳細は榛原町文化財調査概要 8に記 しているので、本書では主要遺構一覧表 (表 8)のみに留める。

第 3ト レンチ北端からは、黄茶色粘質土を埋土とする深さ約20cmの 落ち込みの一部を検出した時

期は明らかでない。

(3) 出土遺物

第 2ト レンチの耕作土内から鉄釘数点が出土 している。これらのうち、 3点を図示 し (図 36)、

数値等は表 9に まとめている。

表 9 下井足カヮタ遺跡第 2ト レンチ出土鉄釘観察表     (単 位 :cm)

挿図番号 全長 (現存長) 身   部 頭 部 の 形 態 備 考

36-1 6× 7(方) 長方形 (1.2× 2.5)

36-2 8× 8(方) 一部にタテ方向の木質

36-3 3× 2.5(方 )
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4ま と め

後世の耕作等により遺構の大半が削平され、遺構の検出状況は、良好とはいえない。 3箇所の調

査区のうち、第 1ト レンチから比較的多くの遺構・ 遺物を検出することができた。このうち土坑05

からは、 7世紀後半～ 8世紀前半頃の須恵器片、土師器片などがややまとまって出土 している。

耕作土中よリサヌカイト片、須恵器、土師器などが出土しており、下井足カワタ遺跡は弥生賦

古墳時代、奈良時代、中世の居住域であった可能性が高い。

5抄  録

遺  跡  名  下井足カワタ遺跡 (榛原町遺跡番号 1-100)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字下井足155。 156番地

遺 跡 立 地  標高約320～330mの尾根上

遺 跡 規 模  南北約50m、 東西 :70m、 面積 :約3500Hf

種      別  弥生時代～中世の遺物散布地

調  査  名  下井足カワタ遺跡発掘調査事業

調 査 主 体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

調 査 原 因  道路新設工事 (事業者 :榛原町)

現 地 調 査 期 間  1991年 8月 8日会1990年 8月 22日 (1次調査)

1991年 9月 4日～1991年 9月 30日 (2次調査)

調 査 面 積  約110.9nf(1990年 発掘調査分含む)

検  出 遺 構  土坑、溝、ピット

検  出 遺 物  サヌカイト、須恵器、土師器、鉄釘  整理箱 1箱

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会 (文化財整理室)

註 1)柳澤一宏『榛原町遺跡分布調査概報』 榛原町文化財調査概要 2 榛原町教育委員会 1987
註 2)菅谷文則他『丹切古墳群』 奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第30冊 奈良県教育委員会 1975
註 3)白石太一郎他『奈良県遺跡地図』第 2分冊 奈良県教育委員会 1971
註 4)柳澤一宏『榛原町内遺跡発掘調査概要』1991年度 榛原町文化財調査概要 8 榛原町教育委員会

1992
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Ⅷ 戒場遺跡発掘調査概要

1 調査の契機と経過

註1)                 註2)

本遺跡は、榛原町遺跡番号 3-1・ 2、 奈良県遺跡番号103-9。 10と して登載 している2箇所

の遺物散布地からなり、これまでに縄文時代と中世の遺物が採集されている。

この遺物散布地を含む水田地帯約2.2haにおいて農地造成工事が実施されることとなったため、

今回の発掘調査となったものである。

発掘調査は事務手続きを経たのち、現地調査は1991年 10月 23日 に着手 し、同年12月 6日 に終了し

た。なお、遺跡名は2箇所の遺物散地を総称して、大字名から「戒場遺跡」とした。

2 遺跡の調査

(1) 検出遺構

遺跡の範囲を確認するため、工事予定地内に6箇所のトレンチを設定した。第 3ト レンチでは、

12世紀初頭の落ち込み遺構、12世紀中葉の溝、12世紀後葉の掘立柱建物遺構等を検出している (図

句叉21・ 22)。

再

へ
ヽ

場 に

図37 戒場遺跡調査位置図 (数字はトレンチ番号)
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(2) 出土遺物

第 3ト レンチを中心として、須恵器 (甕)、 瓦器 (椀・皿)、 土師器 (皿・土釜)、 青磁 (椀)、 サ

ヌカイトが出土 し、その量は整理箱 3箱 に相当する。

3 ま と め

平安時代後期の創建と伝える戒長寺の南方に広がる戒場遺跡からは、この寺に伴う可能性がある
註3)

遺構を検出した。詳細は『榛原町文化財調査概要 8』 に掲載しているので参照されたい。

4抄  録

遺  跡  名  戒場遺跡 (榛原町遺跡番号 3-1・ 2)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字戒場268-1、 269-1、 371、 372-1、 372-2、

435-1、 435-2番地

遺 跡 立 地  標高約520～ 550mの山塊南斜面

遺 跡 規 模  南北約250m、 東西約300m、 面積 :約75,0004f

種 男1 ・ 時 代  縄文時代・平安時代～中世の遺物散布地

12世紀代の建物跡等 (寺院跡 ?)

調  査  名  戒場遺跡遺跡発掘調査事業

調 査 主 体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

調 査 原 因  農地造成工事 (事業者 :榛原町役場産業課)

現 地 調 査 期 間  1991年10月 23日 ～1991年 12月 6日

調 査 面 積 約360♂

検  出 遺 構  掘立柱建物跡、土坑、ピット、溝、落ち込み遺構

検 出 遺 物  須恵器 (甕)、 瓦器 (椀、皿)、 土師器 (皿、土釜)、 青磁 (め、サヌカイト、

整理箱 3箱

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会 (文化財整理室)

註 1)柳澤一宏『榛原町遺跡分布調査概報』 榛原町文化財調査概要 2 榛原町教育委員会 1987
註 2)自石太一郎他『奈良県遺跡地図』第 2分冊 奈良県教育委員会 1971
註 3)柳澤一宏『榛原町内遺跡発掘調査概要報告書』1991年度 榛原町文化財調査概要 8 榛原町教育委

員会 1992
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Ⅸ 下井足城山古墳群発掘調査概要

1 調査の契機と経過

(1) 調査の契機と経過
註 1)

本古墳群は、以前から下井足遺跡群の北端に位置する古墳として奈良県遺跡地図 (番号15-B―
註2)

56ほか)、 榛原町遺跡地図 (番号 2-60ほ か)に登載 しているところである。

古墳群が立地する尾根を東西に横断している町道が拡幅工事されることとなり、その事業地内に

古墳 1基が含まれるため、事業者である榛原町役場建設課より1991年 1月 25日付けで埋蔵文化財発

掘通知書が提出された。その後、関係機関が調査の実施方法等の協議を行い、発掘調査は榛原町教

育委員会が担当することとなった。事務手続き等を経たのち、現地調査を1991年 5月 21日 から同年

8月 13日 にかけて実施し、1992年 3月 31日 に本事業を終えた。古墳名は大字名及び小字名から「下

井足城山古墳群」とし、当初からその存在が明らかであった古墳を 1号墳、今回、新たに確認した

古墳を調査順に2号墳、 3号墳と呼称している。調査関係者等は次のとおりである。

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘)

調 査 担 当 課  榛原町教育委員会 社会教育課 (課長 尾上博美)

庶 務 担 当 課  榛原町役場 建設課 (課長 高橋博和)

調 査 担 当 者  榛原町教育委員会 社会教育課 技師 柳澤一宏

調 査 補 助 員  井上好美、森塚和彦、山本美恵子、本村充保

調 査 作 業 員  池田圭子、高西綾子、棚田幸子、中谷喜代子、梶本弘子、藤村典子、

柳澤雅子

調  査  指  導  奈良県教育委員会、奈良県立橿原考古学研究所

航 空 写 真 撮 影  株式会社岡本組

調  査  協  力  下井足自治会、東  潮、補元哲夫、佐藤良二、辻本宗久、朴 美子、

山下隆次、多田文雄、丸山文嗣

(2) 現地調査日誌抄

1991年 (平成 3年)

5月 21日 (火 )

伐採作業。測量杭設置。

5月 22日 (水 )

写真撮影。地形測量。

5月 23日 (木)

写真撮影。器材搬入。

5月 24日 (金 )

慰霊祭。地形測量。 1号墳掘り下げ開始。

5月 28日 (火)～ 5月 30日 (木)

1号墳表土 。第 2層掘り下げ作業。

6月 4日 (火)～ 6月 7日 (金 )

1号墳第 2層掘り下げ作業・裾部地山検出作

業。

6月 ■日 (木)～ 6月 14日 (金)

1号墳裾部地山検出作業・周溝検出作業。南

端ピット群検出。
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6月 17日 (月 )～ 6月 19日 (水 )

1号墳墳頂部精査・周溝検出作業。

6月 21日 (金)・ 6月 25日 (火)

1号墳周溝掘り下げ作業。

6月 26日 (水)

1号墳北方で「 コの字状」の溝検出 (のちの

2号墳)。

6月 27日 (木)

1号墳周溝掘り下げ作業・土師器椀出土。

6月 28日 (金)

1号墳周溝内精査・墳丘盛土測量。

7月 2日 (火)

1号墳墳頂臨 2号墳周溝掘り下げ作業・

土器出土。

7月 3日 (水 )

2号墳周溝内土器群写真撮影 。実測。 2号墳

埋葬施設検出。

7月 4日 (金)

2号墳周溝内精査。

7月 8日 (月 )

1号墳埋葬施設検出。 2号墳埋葬施設掘り下

げ作業。

7月 9日 (火)

1号墳墳頂部土層断面図作成。 2号墳埋葬施

設土層断面図作成。

7月 10日 (水)

1号墳埋葬施設掘り下げ作業。

7月 11日 (木 )

1号墳埋葬施設掘り下げ作業。 3号墳周溝検

出。

7月 12日 (金)

1号墳埋葬施設掘り下げ作業。 3号墳周溝掘

り下げ作業。

7月 15日 (月 )

1号墳埋葬施設掘り下げ作業。

7月 17日 (水)

1号墳埋葬施設掘り下げ作業・鉄製品出土。

2号墳埋葬施設掘り下げ作業。

7月 19日 (金 )

航空写真撮影。全景写真撮影。 1・ 2号墳遺

物出土状況写真撮影。 1・ 2号墳埋葬施設実

測作業。

7月 20日 (土 )

7月 22日 (月 )～ 7月 24日 (水 )

1号墳墳丘盛土掘り下げ作業。

7月 25日 (木)

1号墳墳丘盛土掘り下げ作業。 1号墳墓壊埋

土掘り下げ作業。

7月 26日 (金 )

全景写真撮影。

7月 30日 (火 )

1号墳墓壊実測作業。 2号墳周溝実測作業。

7月 31日 (水)

3号墳周溝実測作業。土坑群実測作業。

8月 1日 (木 )

1号墳土層断面図作成。

8月 2日 (金)

1号墳地山測量作業。土坑群写真撮影。器材

搬出。

8月 12日 (月 )・ 8月 13日 (火)

調査対象外古墳地形測量。

写真 8 現地調査のひととき
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2 位置と環境

下井足城山古墳群は、榛原町の市街地の南方、下井足地区に位置する。井足岳から北方へのびる

標高335～358mの尾根上に立地 し、広義の下井足遺跡群に含まれる。尾根は南東部分で谷によって

途切れ、独立丘陵状を呈している。周辺では丹切古墳群、下井足古墳群、愛宕山古墳、井足城跡な

どの遺跡が分布する。下井足城山古墳が位置する尾根の北端には式内社でもある宇太水分神社が鎮

座する。古 くは、菟田野町の宇太水分神社を「上水分宮」、この神社を「下水分宮」 とも称 してい

る。

調査地からの眺望は西方に良く、大王山遺跡や宇陀川・芳野川の氾濫原を望める。北方は榛原町

の市街地、大和高原との境界をなす山々が広がり、東方には丹切古墳群の尾根が迫る。

3 下井足城山古墳群の概要

本古墳群は先述のとおり、下井足遺跡群の一部に含まれ、奈良県・榛原町遺跡地図には3基の古

墳を登載している。今回の発掘調査により新たに2基の古墳を検出し、測量調査・分布調査によっ

ても新たに 1基の古墳を確認し、あわせて 6基の古墳で構成されることが明らかとなった (図38、

別添図 1)。 各古墳の概要は表10の とおりである。

写真 9 下井足遺跡群 (下井足城山古墳群)
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番  号

(図 39

1酬峨

奈 良 県
遺跡地図番号

榛 原 町
遺跡地図番号

名 称 規 模 等 埋葬施設 出 土 品 備 考

1 15-B-56 2-60 下井足城山1号墳

円墳、径14m、

高さ1～ 2m、

周溝

割竹形木棺

土師器建許め 、

鉄刀子、鉄鎌、
サヌカイト

1991年発

掘調査、
消滅

下井足城山2号墳

円墳、径5～ 7

m、 高さlm、

周溝

土 娯 墓

須恵器φ辟∋、
土師器(甕 )、 鉄

刀子、サヌカイ

ト

1991年 発

掘調査、
消滅

下井足城山3号墳
円墳、推定径8

～10m、 周溝
(未確認)

土師器、サヌカ

イト、榛原石

1991年、
一部発掘
調査

15-B-57 2-61 下井足城山4号墳

円墳、南北13m、

東西径10m、 高
さ15m

5 下井足城山5号墳

円墳、南北径11

m、 東駆確舌10m、

高さlm

15-B-58 2-62 下井足城山6号墳

円墳、南北径17

m、 東西径13m、

高さ1.5m

表10 下井足城山古墳群一覧表

写真10 下井足城山 4号墳
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4 下井足城山 1号墳の調査

(1) 位置と現状

1号墳は、井足城跡から北方へのびる標高339～

341mの尾根稜線上の高所に位置し、南方に分布す

る他の古墳より比較的大きく見える。古墳北方は

尾根を東西に横断する町道により崖となっており、

宇太水分神社の鎮座する尾根とは隔絶されている。

調査地一帯は杉や檜の山林となっており、 1号

墳の墳頂部には盗掘坑が穿たれ、その傍らには、 1

号墳の東裾から出土 した板状の「榛原石」で造 ら

れた小祠がある (写真11)。写真11 下井足城山 1号墳墳頂部小祠

(2)墳 丘と周溝

調査前の墳丘 (別添図 1、 図版26)

調査前の地形測量結果から墳丘裾は、北側で340～ 340,25m、 西側で340m、 南側で340.25mの 等

高線付近と考えられる。一方、東側は幾 らか流失 しているようであるが、339.25mの 等高線付近が

推定でき、径約14m、 高さ約 1～ 2mの円墳となる。

墳丘と周溝 (図39、 図版27)

古墳の周 りには幅1.1～ 17m、 深さ30～60cmの周溝が円形にめぐり、南北径14m、 高さ 1～1.5m

の規模の円墳となる。周溝 も含めると南北径16.5mと なる。尾根稜線を穿つ南側の周溝部分 は他よ

りも深い。周溝はこの南部分で終結 し、東斜面にはのびない。東側部分では後述の 3号墳の築造の

際、削平され詳細は明らかでない。現状での周溝は「 C」 字状にめぐり、西側部分では周溝外縁の

一部が流失 している。周溝埋土は淡褐色土、一部では黄茶色土、黄褐色土となっている。なお、墳

丘には葺石、埴輪等の使用は認められない。

周溝底の上坑 (図40、 図版33)

南側の周溝底には平面形態が楕円形を呈する土坑 (土坑01)ん 穿ゞたれ、この規模は、長径80cm、

短径42cm、 深さ27cmで ある。土坑上面からは土師器椀 1点が正位で出土 している (図45、 図版41-

1)。 埋土は周溝埋土と類似 した淡褐色上である。

墳丘の築成状況 (図41・ 42、 図版28・ 32)

墳丘の築成にあたっては、尾根稜線の高所を南北径14m、 東西径13m、 高さ0,75～ lmの円墳状

に地山整形することからはじめられる。そして、暗黄茶色土をはじめ、黄茶色砂質土・ 暗黄茶色砂

質土等の盛土を20～40cmの厚さで施 し、墳丘を形成 している。
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(3)埋 葬施設

墓 城 (図43・ 44、 図版30)

墳丘盛土がなされたのち、墳頂部の中央に盛土と地山を穿って二段にわたって墓装が形成される。

墓墳主軸は南北方向にもち、平面形態は隅丸長方形を呈 している。上段は検出面で長さ688cm、 幅

196～ 204cm、 深さ約30～ 50clllを はかる。棺の形状にあわせて穿たれた二段目の墓壊は長さ580cm、

幅70～80cm、 深さ12～21clllの規模をはかる。墓壊底は中央部分が南北両小日より約 5～ 6 cm深 く、

この両小日は丸みをおびる。なお、墓壊輪郭検出時にこの中央部分において、長さ約315cm、 幅約

75cmの規模の細長い暗褐色上の広がりを確認 している。

割竹形木棺 (図43、 図版29031)。

墓壊内に割竹形木棺を安置している。棺は既に朽ちており、詳細な棺構造は明らかでない。棺の

規模は長さ約500cmに復元でき、】ヒ小日での幅78cm、 南小日での幅62cn(復元幅約80cm)を はかる。

棺底は、ほぼ水平である。

木棺 (棺底)と 墓壊との間には、淡茶色砂質土を入れて棺の安定を図っているが、その隙間は 2

～10clllと なっている。なお、棺の内外には赤色顔料の塗布や粘上の使用等は認められなかった。

(4) 遺物の出土状況

埋葬施設内の遺物出土状況 (図43、 図版29)

埋葬施設内からは北小口部分で鉄刀子 1点と直刃の鉄鎌 1点 (図46、 図版41-3・ 4)が出上 し

ている。鉄刀子は棺底から約15clll上方で検出しており、棺上遺物と考えられる。鉄鎌は、調査時の

不注意で正確な出土状況を把握できないが、鉄刀子の付近からの出土である。また、墓壊埋土中お

よび上面から土師器砕片が数点 (図47)が出上している。

周溝内の遺物出上状況

先述のとおり土坑01上面から土師器椀が出上している。この他、土坑東方の周溝内よリサヌカイ

ト剥片 1点 (図版41-5)、 西側の周溝層から土師器片が出土している。

墳丘盛土内の遺物出土状況

墳頂部南端の墳丘盛土中からサヌカイト剥片 1点 (図版41-6)が出土 している。

表土内の遺物出土状況

墳丘表土 (第 2層)中の各所から土師器片および中世土器 (土師器、瓦器、磁器)が出上 してい

るが、元の位置を保っているものは認められない。また、 1号墳北東の調査区端からは「抑

1点 (図48、 図版41-7)が出土 している。
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図4 下井足城山1号墳埋葬施設実測図

―- 66 -―



く

日

Ｈ
ｑ
∞
＝

ａ

o                   2m

図44 下井足城山 1号墳墓壊実測図

―- 67 -―



(5) 出土遺物

周溝内土坑01出土遺物

土師器 椀 (図45、 図版41-1)

法量は日径12.6cm、 器高3.8clllで ある。体部は内彎 し、日縁端部は尖 り気味におさめる。内面は

ナデ、外面には横方向のヘラ削りを施す。色調は明赤褐色を呈 し、胎土は精良、焼成 1ま良好である。

上坑上面からの出土である。

図45 下井足城山 1号墳周溝内土坑01出土
土師瀑実測図

0          5 cm

図46 下井足城山 1号墳埋葬施設出土鉄製品実測図

0                      10cm

図47 下井足城山 1号墳埋葬施設出土
土師器実測図

0             3 clll

図48 下井足城山 1号墳裾部出土

銭貨拓影
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割竹形木棺出土遺物

鉄刀子 (図46-1、 図版41-3)

割竹形木棺北小日部分で出土 したものである。全長8.8clll、 刃部長6.4cm、 茎部長6.4cmを はかる完

形品である。関は片関となっており、関に近い刃部には研ぎ減りが認められる。刃部中央での幅は

l cm、 棟厚は0.2～0.3cmを はかる。関部付近での茎部幅1.2cm、 柄尻部幅0.7cm、 厚さ0.2～ 0。 3clllを は

かる。茎部には木質は認められない。

鉄 鎌 (図46-2、 図版41-4)

完形品の直刃鎌で、全長8.3cm、 刃部幅1.8～ 2.7clll、 基部幅2.2cm、 背部厚0.2cmで ある。基部は折

り返して柄の着装に備えるが、木質の遺存は認められない。先端は「コ」の字状を呈 し、背部はや

や丸みをおびる。割竹形木棺北小口部分の鉄刀子周辺からの出上である。

墓竣内出土遺物

土師器 壼 (図47、 図版41-2)

墓壊南東隅近 くの埋土中からの出土である。日縁部から体部の一部にかけての破片のため、その

全容は明らかにできない。法量は復元口径9.4cm、 復元頸部径8.8cm、 残存高5.5cmで ある。日縁部は

直線的に外方にのび、日縁端部は尖り気味におさめる。体部は内彎し、肥厚 している。色調は暗赤

褐色を呈し、胎土は精良、焼成は良好である。

周溝内出土遺物

サヌカイ ト剥片 (図版41-5)

平面形は方形を呈 し、縦3.3cm、 横3.5cm、 厚さ l clllを はかる。 2次加工は認められない。

墳丘盛土内出土遺物

サヌカイ ト剥片 (図版41-6)

平面形は三角形を呈し、縦 6 cm、 横5.3cm、 最大厚1.2cmを はかる。 2次加工は認められない。

表土内出土遺物

銭 貨 (図 48、 図版41-7)

1078年 を初鋳年とする渡来銅銭「元豊通費」である。直径2.4cm、 穿は一辺0 7cmを はかる。背面

は無文である。

(6)小  結

1号墳の埋葬施設は、やや長めの割竹形木棺であるが、棺内、棺側からの遺物は認められず棺上遺

物と考えられる鉄刀子・鉄鎌が出上 したにすぎない。また、墓壊埋土中より土師器片が若干出上 し

ているが、その形態が明らかにできたものは僅かにすぎない。これらの数少ない遺物からではある

が、 1号墳の築造時期は5世紀前棄と考えられる。なお、詳細については後述する。
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5 下井足城山 2号墳の調査

(1) 位置と現状

2号墳は、 1号墳北隣の標高339～ 340mの尾根稜線上の北斜面に立地する。 2号墳近 くには、焚

火によると思われる径約 2mの穴が穿たれているのみで、盗掘坑は認められない。 1号墳と同様、

現状は杉や檜の山林である。

(2)墳 丘と周溝

調査前の墳丘 (別添図 1)

調査前の地形測量・地形観察では、明確な墳丘は認められず、北への緩傾斜のみであった。また、

遺物や石材等も認められなかったため、当初、古墳の存在は予想 していなかった。

墳丘と周溝 (図 39、 図版34)

表土を除去後、精査 したところ、半円状にめぐる溝と、長方形の上壊の輪郭を確認 したため、古

墳の存在が判明した。周溝は地山を穿って形成されており、傾斜面にあることから北端部分の流失

が著 しい。地形的な要因から、周溝は埋葬施設の周囲を半円状にめぐり、周溝の規模は幅120～220

cm、 深さ40～60cmを はかる。周溝の断面形態はU字状を呈 し、周溝底は丸い。埋土は2層 に大別で

き、上層は軟らかい暗灰色土、下層は軟らかい褐色土となっている。この周溝から、古墳の規模は

東西径 7m、 推定南北径 5m、 高さlmをはかる円墳となり、周溝も含めると東西径 9m、 推定南

北径 7mと なる。

表土除去後、すぐに地山を検出したため、盛上の有無は不明であるが、おそらく、埋葬施設を覆

う程度の盛土が存在 していたと考えられる。

周溝内の上坑・ ピット (図49、 図版34036。 37)

周溝南東隅部分の外側斜面に 1基の土坑 (土坑02)と 2基のピット、南西隅部分の外側斜面に 1

基のピットが穿たれている。土坑02は長径80cm、 短径75cm、 深さ20～35cmの不整円形土坑である。

土坑上面からは、須恵器杯蓋 2点と土師器壼 (図51、 図版41-8～ 10)が出土 している。土坑埋土

は褐色土である。 3基のピットは径25～ 32clll、 深さ14～ 40cmを はかり、褐色土の埋土中から遺物は

出土 していない。

(3) 埋葬施設 (図50、 図版34)

主軸を東西方向にもつ長さ227clll、 幅115～ 125cm、 深さ56～61cmの 隅丸長方形のELEが地山を穿っ

て形成されている。土壊の北東隅には長さ5 cm、 幅35～45cm、 深さ約20cmの方形段が取り付 く。棺

痕跡の検出につとめたが、橙茶色土・茶色土・暗茶灰色土等が混在 しており、その痕跡は認められ

なかった。このことから、この埋葬施設は土壊墓と考えられる。埋葬に際しては、土墳底に厚さ 1
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～ 3 cmに わたって淡茶色の整地土を置いている。

(4) 遺物の出土状況

周溝内の遺物出土状況 (図49、 図版36・ 37)

土坑02の上層から先述のとおり須恵器杯蓋 2点、土師器壼 1点 (図51-1～ 3、 図版41-8～ 1の

が出土している。須恵器杯蓋はいずれも逆位、土師器壼は日縁部を東に向けた横位となっている。

また、土坑北隣の古墳寄りの周溝底では須恵器短頸重 1点 (図51-4、 図版41-11)が正位で出

上している。

埋葬施設内の遺物出土状況 (図50、 図版35)

土装の主軸よりやや北側で須恵器壼 1点 (図52、 図版42-12)が正位で出土している。中央部分

よりやや北寄りには、切先を東に向け、刃部を内側にした鉄刀子 1点 (図53、 図版42-13)が出土

している。鉄刀子は、やや浮いた状況となっており、西から東へと落ち込む格好となっている。

また、土壊埋土中よリサヌカイト原石 1点 (図版42-14)、 サヌカイト熱破砕礫 1点 (図版42-

15)が出土している。

(5) 出土遺物

上坑02出土遺物

須恵器 杯蓋 (図51-1・ 2、 図版41-8・ 9)

(1)は 日径15cm、 器高4.6cmを はかる完形品である。日縁端部には縦0.6clll、 横1.lclllの 古い打ち欠き

が認められる。天丼部は丸みをおび、天丼部と口縁部とをわける稜線も丸い。日縁端部はやや尖り

気味におさめ、僅かに内傾する面をもつ。天丼部外面の1/2上半は回転ヘラ削り調整、その他は回転

ナデ調整を施す。色調は灰色ないしオリーブ灰色を呈し、胎土は精良、焼成は堅緻である。ロクロ

回転は右方向である。色調は灰色ないしオリーブ灰色、胎土は精良、焼成は堅緻である。なお、天

井部外面には長さ10cmの 「―」のヘラ記号が認められる。

は)は 日径14.4cm、 器高4.3cmの 完形品である。天丼部は扁平で、天丼部と口縁部とをわける稜線

は認められず丸い。日縁端部は丸くおさめ、僅かに内傾する面をもつ。天丼部外面の1/3上半は回転

ヘラ削り調整、その他は回転ナデ調整を施す。天丼部内面には複数の同心円叩き文が認められる。

色調は灰色、胎土は精良、焼成は堅緻である。ロクロ回転は右方向である。

上師器 壼 (図51-3、 図版41-10)

日径9。 9cm、 頸部径10clll、 胴部最大径12.8cm、 器高12.2cmを はかる直日壼である。日縁部は真っす

ぐ上方へのび、日縁端部は丸くおさめる。体部はいびつな球形を呈 し、底部は丸底である。外面の

胴部上半から口縁部にかけて縦方向のハケロ調整、体部下半は横方向のハケロ調整を施す。なお、

外面全体にわたって煤の付着が認められる。日縁部内面は横方向のハケロ調整、体部内面にはナデ
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を施す。色調は黄褐色を呈 し、胎土は精良、焼成は良好ではあるが、全体に軟質である。

周滞内出土遺物

須恵器 壷 (図51-4、 図版41-11)

体部最大径1lcm、 頸部径 8 cm、 残存高7.9cmを はかる。日縁部は打ち欠かれ、その詳細は明らか

にできない。体部最大径は胴部の1/3上半にあり、丸い肩部を形成する。底部は丸みをおび、肥厚す

る。体部外面下半には回転ヘラ削り調整、体部外面上半は回転ナデ調整・ カキロ調整を施す。体部

内面は回転ナデ調整、底部内面には仕上げナデが認められる。ロクロ回転は右方向である。色調は

″f転

1

ととこ三三三三 ]三二三二二二きさ 2

0                  1ocll
|

図51 下井足城山 2号墳周溝内出土土器実測図

0                   10clll

下井足城山 2号墳埋葬施設出土須恵器実測図

0          5 cm

図53 下井足城山 2号墳埋葬施設出土

鉄製品実測図
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灰白色、胎土は精良、焼成は悪 く軟質である。

埋葬施設内出上遺物

須恵器 直口菫 (図52、 図版42-12)

法量は回径8。 9cm、 頸部径8.8clll、 体部最大径12.lcm、 器高10。 lcmの 完形品である。 日縁部はやや

外方にのび口縁端部は丸い。体部の最大径は胴部の1/8上半にあり、やや稜をなす。体部外面下半に

は回転ヘラ削り調整、その他は内外面とも回転ナデ調整を施す。底部は回転ヘラ削り調整によって

平底に調整されている。日縁部外面には斜め方向に長さ4.2clllの 「―」ヘラ記号が認められる。色

調は灰白色を呈 し、胎土は精良、焼成は堅緻である。ロクロ回転は右方向である。埋葬施設内西方

からの出上である。

鉄刀子 (図 53、 図版42-13)

刃部先端が欠損し、残存長は9.7cmで ある。刃部中央での幅は1.3cm、 棟厚は0.4cmを はかる。関は

両関となっており、茎部は長さ5,3cm、 幅1.1～ 0.9cm、 厚さ0.4cmの大きさである。茎部には木質は

認められない。刃部は錆化のため、緩 く「へ」の字状に曲がる。埋葬施設内中央部からの出土であ

る。

サヌカイ ド原石 (図版42-14)

各面に粗面を残すサヌカイ ト原石である。縦10.7cm、 横9.3cm、 最大厚6.2cm、 重量740gで ぁる。

埋葬施設埋土内からの出上である。

サヌカイ ト熱破砕礫 (図版42-15)

一面に粗面を残すほかは、各面とも主要剥離面を留める熱破砕礫である。縦8.l clll、 横 7 clll、 最

大厚6.2cm、 重量370gで ある。埋葬施設埋土内からの出土である。

(6)小   結

古墳の築造時期については、先述の土器によって、これを明らかにすることができる。周溝内か

ら出土 した須恵器杯蓋は、天丼部のカーブのみで、天丼部と口縁部とをわける明確な稜線は認めら
註3)               註4)

れない。これらは、田辺編年のTK-43形式、中村編年のⅡ形式第 4段階に相当し、 6世紀後半の

年代が考えられる。
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6 下井足城山 3号墳の調査

(1) 位置と現状

3号墳は、 1号墳東裾の標高387～339mの尾根東斜面に位置する。 1号墳裾には里道がとおり、

この道をもって東西の土地境界としている。 3号墳はこの里道周辺に埋まっている。

(2)墳 丘と周溝

調査前の墳丘 (別添図 1)

調査前の地形測量・地形観察では、 2号墳と同様、明確な墳丘は認められず、東への緩傾斜のみ

であった。 1号墳裾部付近の一部で等高線の乱れが認められたものの、里道に伴う攪乱と考えてい

たところである。当所からは、 1号墳の項でも述べたように板状の榛原石が出土していることから、

箱形石棺のような埋葬施設の存在を予想 していたところである。

墳丘と周溝 (図39・ 42・ 54、 図版38)

周溝は北方隅部分を検出したに過ぎず、全体の1/5程度であろうか。明確な規模は明らかにでき

ないが、径 8～ 10m程度の円墳と推定される。周溝の規模は幅1.1～ 2.5m、 深さ04～ 0.9mを はかり、

周溝の断面形態はU字状ないし逆台形状を呈する。埋土は2層に大別でき、上層が黄茶褐色土、下

層が茶灰色土となっている。周溝の底から外側斜面にかけて板石状または角柱状に割 られた 8石の

榛原石が散在しており、 4石がまとまって出土している部分が過去に掘り出された地点である。

表土除去後、すぐに地山を検出したため、盛土の有無は不明であるが、おそらく、埋葬施設を覆

う程度の盛土が存在 していたと考えられる。

(3) 埋葬施設

先述のとおり、周溝の一部を検出したに過ぎず、埋葬施設は工事範囲外にあるため追求していな

い。埋葬施設の詳細は明らかでないが、主軸が尾根等高線と平行する土壊墓ないし木棺墓と推定さ

れる。

(4) 遺物の出土状況

腐植土下の褐灰色土から土製品 1点 (図55、 図版42-16)、 サヌカイト製削器 1点 (図 56、 図版

42-17)、 土師器細片が出土している。また、周溝埋土中からは土師器片が出土 している。

(5) 出土遺物

不明上製品 (図55、 図版42-16)

明赤褐色を呈する形象埴輪状の土製品である。形態は魚尾状を呈 し、両面には端から中央部へ向
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けて斜めの粘土帯が付されている。残存長 6 cm、 最大幅4.9cm、 最大厚2.1911で ある。褐灰色土から

の出上である。

サヌカイ ド製削器 (図56、 図版42-17)

横長状の剥片を素材とし、断面形態は三角形を呈する。腹面下辺部に調整加工を施 し、緩やかな

弧状の刃部を形成 している。主要剥離面には調整は認められない。全長5.5clll、 最大幅2.2cm、 最大

厚0,9cmで ある。褐灰色土からの出土である。

o          5clll

図55 下井足城山3号噴出土土製品実測図

0                      5 cm

図56 下井足城山3号墳出土削器実測図

(6) 小   結

3号墳の周溝の一部を検出したのみで、この大半が調査範囲外となるため、明確な規模は明 らか

でないが、径 8～10mの 円墳と推定される。古墳の時期を明 らかにできる遺物は認められないが、

立地状況から2号墳 と同様、 6世紀後葉頃と推定できる。埋葬施設、築造時期等は将来の課題とし

たい。

＼ござ港
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7 下井足城山古墳群その他の遺構

土坑03・ ビット群 (図56、 図版39)

下井足城山 1号墳南西の 4号墳にほど近い緩やかな尾根鞍部に7基のピットと1基の上坑 (土坑

03)が位置する。ピットは径25～ 30gll、 深さ約10～20clllの 規模である。 ピット内から出土遺物は認

められない。各ピットの埋土は淡茶色土、暗褐色土、茶褐色土等である。

土坑03の平面形態は円形を呈 し、規模は径80cm、 深さ70～ 80clllで ある。土坑埋土は炭細片を含む

淡茶灰色土で、この上面からは焼土塊が出土 しているのみで、時期を明確にできる遺物は認められ

ない。これらは4号墳に伴う可能性もあるが、これを明らかにできない。

土坑04(図 57、 図版40)

土坑04は下井足城山 2号墳下 (東方)の標高338.25mに 位置する不整円形土坑である。規模は径

140～ 150cm、 深さ約 5～ 20cmで ある。土坑内西方の山側には径60～ 80cm、 深さ15～ 51cnの 円形落ち

込みが認められる。やや粘質の褐色の埋土内からは土師器細片が出土 しているが、時期を明らかに

できない。

上坑05(図 57、 図版40)

土坑05は下井足城山 2号墳下 (北方)の標高338.25mに 位置する楕円形土坑である。規模は長径

140cm、 短径100cm、 深さ約10～ 33clllで ある。褐色の埋土内からは遺物の出土は認められず、時期を

明らかにできない。

ド

代
Ｌ
、
キ
、

部

0          1m

図57 下井足城山古墳群土坑03・ ピット群実測図
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8 ま と め

下井足城山 1号墳の埋葬施設はやや長めの割竹形木棺にもかかわらず鉄刀子、鉄鎌 (直刃鎌)、

註5)

土師器片と僅かが出上 したにすぎない。直刃鎌は、一般に5世紀中葉までの古墳に副葬されており、

宇陀地方の古墳においてもその傾向を窺い知ることができる。 1号墳 出土の直刃鎌はその先端が

「コ」の字状を呈 し、この形態からその類例は、 4世紀後葉の奈良市マエ塚古墳・天理市上殿古墳、

5世紀前葉の都祁村三陵墓西塚古墳に求めることができる。また、墓墳内出土の土師器壺も鉄鎌と

同様の年代が与えられるものである。

下井足古墳群は、これまでの発掘調査により、 4世紀～ 5世紀の古墳が確認されており、下井足

城山古墳群は下井足古墳群の一支群をなすことから、同時期の古墳の存在を予想していたところで

ある。下井足古墳群の大半が未調査であり、詳細は明らかでないが、下井足 1号墳や井足城跡内の

未調査古墳 (榛原町遺跡地図番号 2-66・ 奈良県遺跡地図番号15-B-62)は、ともに径約約30mと

比較的規模が大きい円墳で、この古墳群における盟主級の古墳と推定され、その築造時期は5世紀

初頭から5世紀前棄と考えられる。鏡 。玉類・刀剣類・農耕具類等を副葬する古墳の被葬者を当地

域でのA級、刀剣類 。農耕具類を副葬する古墳の被葬者をB級 とするならば、下井足城山 1号墳の

被葬者はその副葬品の内容からC級程度に位置づけられ、 5世紀前葉頃の重層的構造を垣間見るこ

とができる。

5世紀中葉以降には下井足古墳群から周辺へと造墓活動地域が移動したと考えられ、横穴式石室
註9)

が普及 した 6世紀後半ともなると、その中心は丹切古墳群となっている。下井足城山 2号墳の被葬

者は、丹切古墳群での造墓活動最盛期にもかかわらず、丹切古墳群には加わることなく、また、横

穴式石室を埋葬施設としていない。丹切古墳群の被葬者たちとは別の系譜 。地位にある人物であっ

たのであろうか。

1号墳の墳丘盛土・周溝内、 2号墳の墓壊内、 3号墳上面など調査地の各所からサヌカイト景1片・

原石・熱破砕礫・削器などが出土しているが、榛原町の西半分の大半は花聞岩類の丘陵で占めら章依

サヌカイトの露頭は認められないことから、これらは二上山方面から搬入された可能性が高い。古

墳築造前には縄文時代から弥生時代にかけての生活域があったものと考えられるが、古墳築造で削

平されたためか、これらの遺構は認められない。
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9抄  録

遺  跡  名  下井足城山古墳群 (榛原町遺跡番号 2-60ほか)

(1号墳・ 2号墳・ 3号墳)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字下井足625-1番地 (小字名 城山)

遺 跡 立 地  標高約338～ 358mの尾根上

遺 跡 規 模  南北 :約300m、 東西 :約50m、 面積 :約 15,000nf

種      別  古墳

調  査  名  下井足城山古墳群発掘調査事業

調 査 主 体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘、調査担当者 柳澤一宏)

調 査 原  因  町道拡幅工事 (事業者 :榛原町役場建設課)

現 地 調 査 期 間  1991年 5月 21日 ～1991年 8月 13日 (未調査古墳の測量調査を含む)

発 掘 調 査 面 積  約535だ

検  出 遺 構  1号墳 :円墳 (径14m、 高さ 1～ 2m、 周溝、割竹形木棺)

2号墳 :円墳 (径 5～ 7m、 高さlm、 周溝、土壊墓)

3号墳 :円墳 (推定径 8～ 10m、 周溝)

土坑、 ピット

検  出 遺 物  サヌカイト、須恵器、土師器、鉄製品、瓦器、銭貨ほか 整理箱 1箱

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会 (文化財整理室)

註 1) 白石太一郎他『奈良県遺跡地図』第 2分冊 奈良県教育委員会 1971
註 2) 柳澤一宏『榛原町遺跡分布調査概報』 榛原町文化財調査概要 2 榛原町教育委員会 1987
註 3) 田辺昭三『陶邑古窯址群』 I 平安学園考古学クラブ 1966
註 4) 中村 浩『陶邑』Ⅲ 大阪府文化財調査報告書第30輯 大阪府教育委員会 1978
註 5) 都出比呂志「農具鉄器化の二つの画期」 『考古学研究』第13巻第 3号 考古学研究会 1967
註 6) 小島俊次『マエ塚古墳』 奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第24冊 奈良県教育委員会 1969
註 7) 伊達宗泰「和爾上殿古墳」 奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第23冊 奈良県教育委員会 1966
註 8) 『奈良県総合文化調査調査報告―都祁野地区―』 奈良県教育委員会 1952
註 9) 菅谷文則ほか『宇陀・丹切古墳群』 奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第30冊

奈良県教育委員会 1975
註10) 『土地分類基本調査 桜井』 奈良県企画部 1982

『土地分類基本調査 吉野山』 奈良県企画部 1985
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X 行者山古墳群測量調査概要

1 調査の契機 と経過

(1) 調査の契機と経過

口宇陀地域に多くの前方後円墳が分布することが近年の分布調査 。発掘調査等によつて確認され、

その数は増加傾向にある。また、各所において測量調査も実施され、地域首長墓の系譜等も明らか

にされつつある。ここに報告する榛原町笠間に所在する前方後円墳を含む古墳群についても測量調

査の必要性をかねてより考えていたところである。1991年 12月 21日 ～26日 、1992年 1月 12日・ 20日

の6日 間にわたって奈良県立橿原考古学研究所、宇陀古墳文化研究会の協力を得て、古墳群の測量

調査・写真撮影を実施 したので、その概要を報告する。

この前方後円墳は、国営農地造成工事に伴う事前踏査で1979年 に確認されたもので、現在は奈良

県遺跡番号15-A-249、 榛原町遺跡番号 2-28?と して登載 している。なお、他の古墳は1971年の

踏査によってその存在が知られているところである。地元・笠間地区では、この古墳を含めた尾根
ぎようじややま

を「行者山」と呼称 していることから、この古墳群の名称を「行者山古墳群」とした。

調査関係者等は次のとおりである。

調  査  主  体  榛原町教育委員会 (教育長 山尾正弘)

調 査 担 当 課  榛原町教育委員会 社会教育課 (課長 尾上博美)

調 査 担 当 者  榛原町教育委員会 社会教育課 技師 柳澤一宏

調 査 補 助 員  井上好美、森塚和彦、本村充保、山本美恵子

調 査 作 業 員  尾崎秀子、加留勘次郎、加留千鶴子、田中君子、堤 賢治、堤 愛子、

林 忠男、原田音治郎、森田重子、南 倉蔵、南 静子

調  査  協  力  奈良県立橿原考古学研究所、宇陀古墳文化研究会、楠元哲太 本卜 美子、

辻本宗久、笠間自治会、三浦四郎、桜実神社、南 元弘、吉岡庄五郎

1991年 (平成 3年 )

12月 21日 (土 )

草刈り、雑木除去作業。測量杭設置。

12月 23日 (月 )

草刈り、雑木除去作業。測量杭設置。

12月 24日 (火 )

草刈り、雑木除去作業。測量杭設置。

(2) 現地調査 日誌抄

12月 26日 (木 )

1号墳測量。

1月 12日 (日 )

1号墳、 2号墳測量。

1月 20日 (月 )

3号墳測量。
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2 位置と環境

行者山古墳群は、大宇陀町と榛原町との境界となっている標高約400～446mの 丘陵から北へのび

る標高約360～ 365mの尾根先端部の宇陀郡榛原町大字笠間554、 555、 556番地 (小字名中西)に立

地する。南の丘陵からのびてくる尾根は、痩せ尾根となっているが、これらの古墳が位置する先端

部分は独立丘陵状を呈している。笠間川上流域の右岸にあり、尾根は東流するこの川によって形成

された東西方向の狭谷に突出し、尾根の東西両側には笠間川本流に面する小谷地形が形成されてい

る。現状は山林、雑木林となっているが、かつては、その眺望は良好であったであろう。眼下には

笠間川、笠問集落を望み、北方は初瀬谷とを分ける標高約408～525mの丘陵を見上げる。西方は笠

間谷を閉じるが、東方は宇陀川に向けて谷が開け、榛原の市街地を遠望できる。周辺には、幾つか
註3)

の前方後円墳が確認されており、南東約650mの尾根稜線上には三ッ子塚古墳、東方約1,300mの 尾
註3)                            註4)

根稜線上にはダケ古墳、東方約800mの 笠間谷内には澤ノ坊 2号墳と比較的まとまって位置 してい
註5)

る。また、行者山古墳群の東方にひろがる石招垣内遺跡は、発掘調査により古墳時代～奈良時代・

中世の集落跡であることが明らかとなっている (図 2・ 59、 図版43)。

3 測量結果

これまでの分布調査では、行者山古墳群は前方後円墳 1基、円墳 1基、古墳状隆起 1基で構成さ

れていると考えていたが、今回の測量調査によって古墳状隆起が円墳であることが明らかとなった

ため、南から順に前方後円墳を行者山 1号墳、この北側の円墳を行者山 2号墳、先端の円墳を行者

山 3号墳としている。

行者山 1号墳 (別添図 2、 図版44・ 45)

墳丘の主軸はN-42° 一 Eの方向にもち、前方部を北東にむけた前方後円墳であるが、地形的制

約からほぼ南北にのびる尾根の方向とは一致していない。

墳頂部は大きく削平され平坦となっており、前方部、後円部とも標高364.5～ 365mと なっている。

削平時の墳頂部の土砂は、後円部南西斜面に棄てられているようである。後円部中央よりやや北西

寄りのところには天保元年銘の大神宮灯籠 1基が建立されており、墳頂部の削平がこの頃に行われ

たとも考えられる。

墳丘東裾部は後世の開墾により、その一部が改変されており、くびれ部から前方部にかけての墳

丘裾の旧形は明らかでないが、その他は良好に観察できる。後円部裾は363m付 近、 くびれ部から

前方部裾は363.5m付近、前方部端は364.25m付近の等高線となり、後円部北西側にはテラス状の

緩斜面が認められる。このような状況から、本古墳の規模は全長28m、 後円部径16m、 同高 2m以

上、前方部長12m、 同幅12m、 同高15m以上となる。なお、尾根稜線からの前方部高は0,75m以

上である。前方部端の平面形態は、流失のためか、やや丸みをもち、両端の稜線も鋭角に突出する
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のではなく、隅丸形を呈する。測量図および地形観察から、前方部前面裾には掘り割りが穿たれて

いると考えられる。先述のとおり、墳頂部は削平されており、本来の墳丘高は明らかにできないが、

後円部は前方部より約0.5m～ lm程度高かったと推定できる。墳丘には段築は認められず、埴輪、

葺石等の外部表象も見られない。また、須恵器、鉄製品等の遺物も採集していない。

行者山 2号墳 (別添図 2、 図版45)

2号墳は 1号墳の北方約30mに位置する円墳である。測量結果から墳丘裾は南側で364m、 西側

で364.5m、 東側で362.5mの 等高線付近と考えられる。墳丘規模は南北径14m、 東西径12m、 高さ

1～ 2mを はかる。埋葬施設は木棺直葬と推定される。

行者山 3号墳 (別添図 2、 図版45)

尾根先端の最高所に築造されている円墳で、 2号墳の北隣に立地する。測量結果から墳丘裾は南

側で364.5m、 西側で36475m、 北側で364.25m、 東側で364,75mの 等高線付近と考えられ、墳丘規

模は南北径19m、 東西径20m、 高さ15～ 2mと なる。墳頂部は径約12mの 平坦部となっており、

その中央には径約 2～2.5mの盗掘坑が穿たれている。墳頂部は後世に幾 らかの削平を受けている

可能性が考えられる。

古墳南斜面は南北約 7m、 東西約 5m、 深さ約1.5mに わたって掘り込まれており、簡易な石組

を施した祠状の施設がある。これらの石材は横穴式石室に伴うものとも考えられているが、現状で

は、その詳細を明らかにできない。石組内には数十年前に安置したと言われている役行者像があり、

この山が行者山と呼ばれる所以である。

4 ま と め

行者山 1号墳の詳細な築造年代は、遺物の出土が認められないため明らかにできないが、墳丘の

形態からは5世紀後葉から6世紀前葉に位置付けることができよう。埋葬施設は削平され、存在 し

ていない可能性もあるが、木棺直葬と考えられる。行者山 2・ 3号墳も詳らかな築造年代は明らか

でないが、 1号墳と同様の年代と考えられ、埋葬施設も木棺直葬であろう。

笠間谷では、発掘調査・分布調査等により、新たな古墳が確認されつつあり、今後もその数は増

加 していくであろう。現段階においても、これらの成果により、小地域での前方後円墳を中心とす

る古墳の系譜を辿ることも可能となってきている。この流域では、地域首長墓として 4世紀後棄か

ら5世紀前葉に澤ノ坊 2号墳が出現し、その後、笠間谷の小地域首長墓として、 6世紀前葉までに

行者山 1号墳が築造される。その後、丘陵稜線上には三ッ子塚古墳が築造され、 6世紀第 2四半期

の宇陀地域の首長墓のひとつであるダケ古墳をもって、この地域での前方後円墳の築造を終えてい

る。行者山 1号墳と三ツ子塚古墳・ ダケ古墳とを同一系譜上に位置付けるには、やや検討を要する

が、行者山古墳群の被葬者は宇陀地域の首長層を支えた小地域首長とその一族たちであろう。
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5抄  録

遺  跡  名  行 者山古墳群 (1・ 2・ 3号墳)(榛原町遺跡番号 2-283～285)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字笠間555、 556、 558番地 (小字名 中西)

遺 跡 立 地  標高約360～ 365mの尾根稜線上

種      別  古墳 3

調 査 主 体  榛原町教育委員会

調 査 原 因  測量調査

現 地 測 量 期 間  1991年 12月 21日 ～26日 、1992年 1月 12日・ 20日

遺      構  1号墳 :前方後円墳 (全長28m、 現存高1.5～ 2m)

2号墳 :円   墳 (直径12m、 高さ1～ 2m)

3号墳 :円   墳 (直径20m、 高さ1.5～ 2m)

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会

註 1) 石野博信他『奈良県遺跡地図』第 2分冊改訂 奈良県教育委員会 1984
註 2) 柳澤一宏『榛原町内遺跡分布調査概報』 榛原町文化財調査概要 2 榛原町教育委員会 1987
註 3) 伊達宗泰編『大宇陀町所在前方後円墳実測調査報告書』 大宇陀町教育委員会 1991
註 4) 東 潮「笠間」『大和を掘る-1990年度発掘調査速報展―』 奈良県立橿原考古学研究所附属博

物館 1991
註 5) 奈良県立橿原考古学研究所『笠間遺跡群 (石摺垣内遺跡)発掘調査の成果』 1991
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付載 1 榛原町八滝採集の須恵器

1 はじめに

榛原町八滝は、「壬申の乱」の将軍のひとりである文祢麻呂墓があることで知られている。この

墳墓が発見されたのは、江戸時代後半 (1831年)の ことで、炭の中から出土 した墓誌・銅箱 。金銅

壼・ ガラス壼は地元の竜泉寺に保管されたという。その後、出土品は帝室博物館の収蔵され、今に

至っている。このほか、先の八滝長坂遺跡、八滝家ノ前遺跡などの遺物散布地が点在 している。

1986年 3月 、高井遺跡の発掘調査中に作業関係者から「八滝の工事地で土器が出土 した。」 との

話を聞き、さっそく現地に赴いた。出土地は竜泉寺の西方約60mの尾根の南斜面で、すでに工事は

終了し、新 しい畑地となっていた。工事関係者によると、「工事前も幾つかの畑地となっており、古

墳のような盛り上がり等は認められなかった。」とのことである。ここに紹介する須恵器は、畑地

造成工事の際、出土 したものを工事関係者によって工事地の片隅に集められていたもので、明確な

出土状況 。その他の出土遺物については明らかでない。なお、出土地は旧形を留めていないものの、

「榛原町遺跡番号 4-20」 として登載 している (図22)。

2 採集須恵器

採集した須恵器は、提瓶 1個体分の破片である。破面が新 しく、工事に伴い下半部が破砕された

ようである。内外面とも横ナデ調整された日縁部は、やや内湾し、日縁端部は丸くおさめる。体部

外面にはカキロ調整が施され、体側部の両側には形骸化したボタン状の円形把手が貼付されている。

体部前面の中央は体部製作時の粘土板をあてた状況がうかがえる。また、体部と口縁部との接合痕

も明瞭に認められる。法量は日径5.2cm、 復元体部径13.7cm、 現存高11.5cm、 復元器高約17cmを 測る

(漫雪60)。

3 ま と め

採集須恵器は、田辺編年のTK-209型式、中村編年のⅡ型式第 5段階に相当し、 6世紀末棄か

ら7世紀初頭の年代が考えられる。遺物の出土状況、遺跡の旧形など詳細は明らかでなく、遺跡の

性格を特定できないが、古墳または住居跡の可能性が考えられる。石材の出土が認められないこと

から、古墳とすれば、木棺直葬墳と思われるが、出土地周辺での古墳群は確認していない。本稿は、

資料紹介のみに留め、今後の調査に期 したい。なお、資料は榛原町教育委員会において保管 してい

る。
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付載 2 伝 山部赤人墓五輪塔実測調査概要

1 はじめに

榛原町の北東の山中に万葉歌人のひとりである山部赤人の墳墓と伝えるところがあり、『大和名
註1)      註2)

所図会』や『大和志』などにも記されている。町の名所ともなっている当地は、東海自然歩道が整

備され、案内板等が乱立の様相も呈している。

伝承地は、額井岳中腹の南東に派生する標高約495mの疫せ尾根稜線上の奈良県宇陀郡榛原町大

字山辺三693番地 C/1ヽ字名キリヤマ)に立地し、そこには1基の五輪塔が建てられている。五輪塔は写
註3)

真等で紹介されているものの、実測図が作成されていないため、実測調査を行い、その概要を報告
註4)

するものである。なお、当地は、榛原町遺跡地図 (番号 3-4)に も登載している。伝承地の北東

約800mに は戒場遺跡や戒長寺が位置し、谷を隔ててこれらを遠望できる (図 2)。

2 調査概要

一辺約2,3～2.4m、 高さ0.4～0.8mの榛原石の乱石積の方形基壇の中央部に五輪塔が造立 され、

五輪塔は、基壇と同じく地元に産するいわゆる榛原石をもって形成されている。通有の五輪塔と比

較すれば、粗雑で撃痕が随所に残る粗い面仕上げである。地 。水・火・風・空輪がともに揃ってお

り、総高は153cmを はかる (図61、 写真12・ 13)。

地輪は平面形態がほぼ正方形で、その規模は一辺54～ 56cm、 高さ39cmと なっている。一部の側面

が欠損している。

水輪は樽形を呈 し、上面径35cm、 下面径30cm、 高さ51cmを はかる。最大径はほぼ中央部にあり、

52cmと なっている。一部が欠損するものの、ほぼ当初の形状を保っている。

火輪は方錐形を呈し、稜線は全体に丸みを帯びる。屋根反りの曲線は認められず、軒面は、ほぼ

垂直である。軒先部分が 2箇所で大きく欠損 しているが、軒下端幅57cm、 軒上端幅37cm、 中央軒厚

13cm、 高さ27cmを はかる。各所に縦方向の浅い溝状の基痕が明瞭に認められる。

空風輪は一石からなり、扁平な球形を呈する。中央部には幅 3～ 5 clll、 深さ2～ 3 cmの溝が斜め

に刻まれ、これによって空・風輪を形成 している。空輪最大径41cm、 風輪最大径40cm、 高さ36cmを

はかる。

3ま と め

地・ 水・火・風・空輪のいずれにも梵字、年号等の刻銘は認められず、具体的な造立年代は明ら

かにできない。この五輪塔は全体に丸みを帯び、空風輪は比較的大きく特異ともいえる全体像を形

成 している。他に類例を求められないが、五輪塔が定型化する以前の様式を留めているとも考えら
註5)

れる。造立年代は鎌倉時代と推定されているが、この様相からやや遡る平安時代末葉の可能性も考
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写真12 伝 山部赤人墓五輪塔(1)

写真13 伝 山部赤人墓五輪塔121
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えられる。この五輪塔と戒長寺とは何らかの関係が求められるのであろうか。

奈良時代の埋葬地 。埋葬方法等を考えると、当地が山部赤人の墳墓とは考えられないが、鎌倉時

代以降、ここを赤人墓とする何らかの理由があり、戒長寺との関係も推定できる。現在も、地元で

は「山部赤人墓」としての顕彰がなされている。

4抄  録

遺  跡  名  伝 山部赤人墓 (榛原町遺跡番号 3-4)

調  査  地  奈良県宇陀郡榛原町大字山辺三693番地 (小字名 キリヤマ)

遺 跡 立 地  標高約495mの尾根稜線上

種     別  墳墓 ?

調 査 主 体  榛原町教育委員会

調 査 原 因  実測調査

現 地 実 測 日  1991年10月 28日

概      要  鎌倉時代前期の五輪塔 (高 さ153clll)

資 料 等 の 保 管  榛原町教育委員会

註 1)『大和名所図会』 1791
註 2)『大和志』 1726
註 3)『榛原町文化財図録』 榛原町教育委員会 1978な ど

註 4)『榛原町遺跡分布調査概報』 榛原町教育委員会 1987
註 5)一般に鎌倉時代前期と考えられている。註 3)に同じ。

参考文献
川勝政太郎『新版 石造美術』 誠文堂新光社 1981
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